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写真 高槻御蔵があった蔵屋敷曲輪跡の昭和 30

年代の様子。手前の水田は堀の跡。 

       

高
槻
御
蔵(

二
万
石
御
蔵)

に
つ
い
て 

千
田 

康
治 

 

は
じ
め
に 

慶
長
二
〇
年(

一
六
一
五)

五
月
、
大
坂
夏
の
陣
は
豊
臣
家
の
滅
亡
に
よ
っ
て
終
わ
っ

た
。
同
年
閏
六
月
、
江
戸
幕
府
は
内
藤
信
正
を
高
槻
城
主
と
し
た
。
そ
の
二
年
後
の
元

和
三
年(

一
六
一
七)

に
、
城
主
を
土
岐
定
義
に
替
え
、
幕
府
直
轄
事
業
と
し
て
高
槻
城

の
拡
張
工
事
に
着
手
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
近
世
高
槻
城
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。 

こ
れ
ま
で
の
高
槻
城
研
究
で
は
、
内
藤
信
正
の
入
城
後
、
城
内
に
「
二
万
石
御
蔵
」

と
よ
ば
れ
た
幕
府
直
轄
の
蔵
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た(

１)

。
し
か
し
、

そ
れ
が
後
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
ま
で
は
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
役
割
や
廃
止
の
時

期
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今
後
、
江
戸
幕
府
の
西
国

支
配
に
お
け
る
高
槻
城
の
位
置
付
け
や
そ
の
変
化
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
幕
府
直
轄

の
蔵
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
正
式
に
は
「
高
槻
御
蔵
」
と
称
す

る
高
槻
城
内
の
幕
府
直
轄
蔵
に
つ
い
て
、
創
設
と
廃
止
の
時
期
や
そ
の
運
用
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。 

 

一 

高
槻
御
蔵
の
設
立 

こ
れ
ま
で
高
槻
御
蔵
に
つ
い
て
は
、
幕
府
財
政
や
直
轄
領
の
研
究
の
一
環
で
、
各
地

に
設
け
ら
れ
た
幕
府
御
蔵
の
一
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
元
に
、
高
槻

御
蔵
の
概
要
を
記
し
た
い(

２)

。 

高
槻
御
蔵
に
先
駆
け
る
存
在
と
し
て
、
高
槻
周
辺
で
は
豊
臣
政
権
期
に
太
閤
蔵
入
地

が
設
定
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
の
年
貢
米
を
保
管
す
る
御
蔵
が
高
浜
村(

大
阪
府
島
本
町)

に

置
か
れ
て
い
た(

３)

。
ま
た
、
郷
土
史
家
の
天
坊
幸
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
富
田
に
御
蔵
が 

       

あ
り
、
高
槻
御
蔵
は
そ
の
機
能
を
継
承
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
「
二
万
石
御
倉(

原
文

マ
マ)

は
元
和
元
年
本
丸
や
二
ノ
丸
と
一
緒
に
で
き
、
享
保
の
こ
ろ
に
廃
止
に
な
っ
て

い
る
。(

中
略)

併
し
費
用
が
か
か
る
こ
と
甚
だ
し
い
の
で
、
後
一
万
石
を
枚
方
に
移
し
、

さ
ら
に
寛
文
年
中
全
部
を
大
坂
に
移
し
て
し
ま
っ
た
」
と
記
し
て
い
る(

４)

。 

 

高
槻
御
蔵
の
正
式
な
設
立
年
代
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。
管
理
者
で
あ
る
高
槻
御
蔵

奉
行
の
任
命
か
ら
み
て
い
く
と
、
江
戸
幕
府
の
職
制
を
記
し
た
『
吏
徴
附
録
』
に
よ
れ

ば
、
天
和
元
年(

一
六
八
一)

十
一
月
二
十
一
日
に
伏
屋
兵
介
が
任
命
さ
れ
た
の
を
始
ま

り
と
す
る(

５)

。
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』(

以
下
、
『
寛
政
譜
』
と
記
す)

に
は
、
伏
屋
二

郎
左
衛
門
胤
定(

彦
助)

の
項
で
、
同
日
に
高
槻
御
蔵
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
伏
屋
兵
介
と
同
一
人
物
と
み
ら
れ
る(

６)

。
一
方
で
は
、
『
寛
政
譜
』

の
本
多
角
右
衛
門
頭
房
の
項
に
、
高
槻
御
蔵
奉
行
を
勤
め
、
元
和
三
年(

一
六
一
七)

に

没
し
た
と
あ
り
、
天
和
元
年
よ
り
遡

る(

７)

。
た
だ
、
他
に
元
和
年
間(

一

六
一
五
～
二
四)

に
高
槻
御
蔵
奉
行

職
の
存
在
を
裏
付
け
る
史
料
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。 

摂
津
国
西
成
郡
十
八
条
村(

大
阪

市
淀
川
区)

の
寛
永
五
年(

一
六
二

八)

の
年
貢
免
状
に
「
八
三
石
八
升
二

合 
高
槻
詰
米
」
と
あ
る
の
が
、
高

槻
御
蔵
へ
の
納
入
に
つ
い
て
確
認
で

き
る
最
も
古
い
史
料
で
あ
る(

８)

。

『
徳
川
実
紀
』
で
は
、
寛
永
八
年
に

本
多
覚
右
衛
門
顯
直
が
高
槻
御
蔵
奉

行
に
就
い
た
こ
と
を
記
す(

９)

。
こ
の

し
ろ
あ
と
だ
よ
り 
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顯
直
は
、
『
寛
政
譜
』
に
前
記
の
頭
房
の
子
と
し
て
載
る
本
多
覚
右
衛
門
頭
直
の
こ
と

と
み
ら
れ
る
。
頭
直
は
、
河
内
国
志
紀
郡(

大
阪
府
藤
井
寺
市
他)

と
丹
北
郡(

大
阪
府

松
原
市
他)

の
幕
府
代
官
、
末
吉
氏
の
年
貢
勘
定
目
録(

以
下
、
「
末
吉
家
勘
定
目
録
」

と
記
す)

に
、
寛
永
十
三
年
か
ら
高
槻
御
蔵
奉
行
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
本
田
角
右
衛

門
と
同
一
と
み
ら
れ
る(

10)

。
こ
れ
ら
か
ら
、
寛
永
五
～
八
年
の
段
階
で
高
槻
御
蔵
と

そ
の
奉
行
職
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
み
ら
れ
る
。 

 

近
畿
に
お
け
る
他
の
幕
府
御
蔵
の
成
立
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
大
坂
城(

大
阪
市

中
央
区)

は
、
元
和
五
年
に
幕
府
の
直
轄
と
な
る
。
城
内
に
あ
る
大
坂
御
蔵
に
は
、
前

年
の
元
和
四
年
に
周
辺
幕
府
領
の
年
貢
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
に
は
成
立
し
て

い
た
と
み
ら
れ
、
同
五
年
に
は
大
坂
御
蔵
奉
行
が
任
命
さ
れ
て
い
る(

11)

。 

二
条
城(

京
都
市
中
京
区)

に
設
け
ら
れ
た
二
条
御
蔵
は
、
寛
永
二
年
頃
に
整
備
さ
れ

た
と
み
ら
れ
る
。
『
吏
徴
附
録
』
で
は
、
同
年
に
初
め
て
二
条
御
蔵
奉
行
が
任
命
さ
れ

て
い
る(

12)

。 
 

大
津
城
跡(

滋
賀
県
大
津
市)

に
建
て
ら
れ
た
大
津
御
蔵
は
、
慶
長
十
年
代
～
元
和
元

年(

一
六
〇
五
～
一
五)

頃
に
は
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る(

13)

。
御
蔵

奉
行
の
任
命
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。『
寛
政
譜
』
に
、
延
宝
二
年(

一
六
七
四)

に
没
し
た
福
島
八
左
衛
門
勝
重
の
経
歴
に
「
大
津
の
御
蔵
衆
」
と
あ
る
の
が
確
認
で
き

る
最
古
の
も
の
で
あ
る(

14)

。 

こ
れ
以
外
に
も
、
幕
府
成
立
当
初
は
、
近
畿
に
お
け
る
幕
府
拠
点
で
あ
っ
た
伏
見
城

(

京
都
市
伏
見
区)

と
、
京
坂
間
の
水
上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
淀(
京
都
市
伏
見
区)

に

幕
府
御
蔵
が
お
か
れ
た
。
元
和
五
年
に
伏
見
御
蔵
奉
行
で
あ
っ
た
曽
根
勘
六
、
守
屋
八

兵
衛
が
大
坂
御
蔵
奉
行
へ
移
っ
て
い
る
こ
と
や
、
「
末
吉
家
勘
定
目
録
」
に
お
い
て
、

元
和
五
年
以
降
記
述
が
み
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
伏
見
と
淀
の
御
蔵
は
元
和
年

間
の
半
ば
に
は
廃
止
さ
れ
、
大
坂
、
二
条
、
高
槻
に
御
蔵
と
し
て
の
役
割
が
収
斂
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る(

15)

。
そ
の
他
、「
末
吉
家
勘
定
目
録
」
に
は
、
寛
永
十
三
年
に
高
槻

御
蔵
と
並
ん
で
「
枚
方
御
蔵
」
と
あ
る
が
、
他
に
史
料
が
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

他
に
、
永
原
御
蔵(

滋
賀
県
野
洲
市)

と
水
口
御
蔵(

滋
賀
県
甲
賀
市)

が
あ
っ
た
が
、
規

模
は
小
さ
か
っ
た
。 

 

藤
田
恒
春
氏
は
、
慶
長
年
間(

一
五
九
六
～
一
六
一
五)

に
お
け
る
徳
川
家
・
幕
府
の

御
蔵
に
つ
い
て
「
豊
臣
氏
と
の
軍
事
的
緊
張
関
係
上
「
城
付
」
的
性
格
の
も
の
が
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
」
と
し
て
い
る(

16)

。 

 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
高
槻
御
蔵
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 

慶
長
五
年(

一
六
〇
〇)

の
関
ケ
原
合
戦
後
、
高
槻
城
は
徳
川
家
の
支
配
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
幕
府
成
立
後
は
そ
の
直
轄
と
な
る
。
そ
し
て
徳
川
家
の
家
中
か
ら
選
ば
れ
た

代
官
が
在
番
し
た
。
こ
の
時
に
城
内
に
あ
っ
た
蔵
が
、
後
の
「
御
蔵
」
の
原
点
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
大
坂
の
陣
で
は
、
徳
川
方
の
物
資
供
給
拠
点
と
し
て
機
能
し
た(

17)

。 

元
和
元
年
、
譜
代
大
名
の
内
藤
信
正
が
高
槻
城
主
と
な
っ
た
が
、
城
内
の
蔵
は
引
き

続
き
幕
府
の
直
轄
で
あ
っ
た
。
内
藤
信
正
の
入
城
は
、
幕
府
に
よ
る
西
国
支
配
確
立
の

端
緒
と
し
て
、
高
槻
城
史
に
お
い
て
強
く
印
象
に
残
る
事
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
後
世
に
な
っ
て
、
こ
の
時
に
幕
府
が
新
た
に
蔵
を
設
け
た
と
認
識
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
の
後
、
元
和
三
年
か
ら
の
大
規
模
修
築
に
よ
り
設
備
が

整
え
ら
れ
た
。
寛
永
年
間(

一
六
二
四
～
四
四)

に
な
る
と
、
近
畿
の
幕
府
領
か
ら
の
年

貢
収
納
体
制
が
整
え
ら
れ
た(

18)

。
そ
し
て
高
槻
で
も
幕
府
の
直
轄
蔵
が
「
御
蔵
」
と

し
て
体
制
が
整
え
ら
れ
、
御
蔵
奉
行
の
役
職
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
経
過
で
あ
っ
た
と

推
測
す
る
。 

 
 

 

二 

高
槻
御
蔵
の
廃
止 

 

『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
に
は
「
高
槻
御
蔵
者
御
用
無
之
ニ
付
、
元
禄
三
午
年

入
札
被
仰
付
、
元
禄
四
未
春
御
払
ニ
罷
成
候
、
代
銀
九
貫
三
百
拾
五
文
七
分 

未
五
月

大
坂 

御
城
納
」
と
あ
る(

19)

。
ま
た
、『
温
知
柳
営
秘
鑑
』
に
は
「
高
槻
御
蔵
元
禄
三

年
午
大
津
ヘ
引
ル
、
城
付
二
千
石
残
ル
」
と
あ
る(

20)
 

。
他
に
、
『
寛
政
譜
』
の
伏
屋

二
郎
左
衛
門
胤
定
の
項
に
は
「
元
禄
四
年
五
月
其
役
を
廃
せ
ら
れ
る
に
よ
り
務
を
ゆ
る

さ
れ
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
高
槻
御
蔵
は
元
禄
三
年(

一
六
九
〇)

に
機
能
を
停
止

し
、
翌
元
禄
四
年
に
建
物
が
入
札
に
よ
り
払
い
下
げ
ら
れ
、
高
槻
御
蔵
奉
行
の
職
も
廃

止
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
高
槻
御
蔵
の
機
能
は
、
後
述
す
る
城
詰
米
の
管
理
が
高
槻

藩
に
引
き
継
が
れ
、
そ
れ
以
外
の
機
能
は
他
の
御
蔵
に
集
約
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。 

 

廃
止
の
理
由
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明
で
あ
る
が
、
『
京
都
御
役

所
向
大
概
覚
書
』
の
記
述
に
「
御
用
無
之
ニ
付
」
と
あ
り
、
高
槻
御
蔵
の
重
要
性
が
低

下
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
飯
島
千
秋
氏
は
、
廃
止
理
由
に
つ
い
て
、
幕
府
国
内
支

配
の
安
定
、
大
名
の
居
城
の
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
混
乱
の
回
避
、
畿
内
幕
領
年

貢
米
の
大
坂
・
二
条
御
蔵
へ
の
集
中
に
よ
る
管
理
体
制
強
化
な
ど
を
挙
げ
て
い
る(

21)
 

。 

近
畿
の
他
の
御
蔵
で
は
、
一
〇
年
程
後
の
元
禄
十
三
年(

一
七
〇
〇)

に
は
大
津
御
蔵

奉
行
職
が
廃
止
さ
れ
、
大
津
御
蔵
の
機
能
の
多
く
が
二
条
御
蔵
に
集
約
さ
れ
、
規
模
を

縮
小
し
て
存
続
し
た
御
蔵
の
管
理
は
大
津
奉
行
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
廻
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航
路
開
設
に
伴
う
北
国
米
の
輸
送
ル
ー
ト
と
し
て
の
重
要
性
が
低
下
し
た
た
め
と
考

え
ら
れ
て
い
る(

22)

。
こ
の
時
期
に
近
畿
で
は
大
坂
御
蔵
と
二
条
御
蔵
へ
機
能
の
集
約

が
進
ん
で
い
る
の
が
う
か
が
え
る
。 

 
三 
高
槻
御
蔵
奉
行 

 

 

御
蔵
の
管
理
を
担
っ
た
高
槻
御
蔵
奉
行
は
、
史
料
上
で
在
任
が
同
時
に
確
認
で
き
る

の
は
二
人
ま
で
な
の
で
、
定
員
は
二
人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
任
じ
ら
れ
た
幕
臣

に
つ
い
て
、
『
寛
政
譜
』
か
ら
確
認
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る(

23)

。 
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・
就
任
時
期
等
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

① 

本
多
角
右
衛
門
頭
房 

 
 

 
 

 

元
和
三
年
没 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

② 

本
多
覚
右
衛
門
頭
直 

 
 

 
 

 

頭
房
の
子
。
寛
永
八
年
就
任 

③ 

本
多
十
右
衛
門
頭
定 

 
 

 
 

 

頭
直
の
養
子
。 

④ 

仁
科
勘
右
衛
門
信
道 

 
 

 
 

 
寛
永
十
一
年
没 

⑤ 

田
中
一
郎
右
衛
門(

某)
 

 
 

⑥ 

田
中
兵
左
衛
門(

某)
 

 
 

 
 

 

一
郎
右
衛
門
の
子 

⑦ 

藤
井
要
右
衛
門
勝
重 

 
 

 
 

 

寛
永
十
七
年
隠
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑧ 

藤
井
勘
兵
衛
勝
忠 

 
 

 
 

 
 

勝
重
の
子
。
寛
永
十
七
年
就
任 

 
 

 

⑨ 

伏
屋
二
郎
左
衛
門
胤
定(

彦
介)

 
 

天
和
元
年
～
元
禄
四
年 

 
 

他
の
史
料
か
ら
確
認
す
る
と
、「
末
吉
家
勘
定
目
録
」
で
は
、
寛
永
十
三
年(

一
六
三

六)

を
初
出
と
し
て
、
同
十
四
、
十
九
、
二
〇
年
、
正
保
二
年(

一
六
四
五)

、
同
四
年

に
高
槻
御
蔵
奉
行
と
し
て
本
田
角
右
衛
門
と
田
中
彦(

喜)

右
衛
門
が
連
名
で
記
さ
れ

て
い
る(

24)

。
前
者
は
②
の
本
多
覚
右
衛
門
頭
直
、
後
者
は
⑤
の
田
中
一
郎
右
衛
門(

某)

と
み
ら
れ
る
。
明
暦
年
間(

一
六
五
五
～
五
八)

・
万
治
年
間(

一
六
五
八
～
六
一)
に
は
、

⑥
田
中
兵
左
衛
門(

某)

の
名
が
記
さ
れ
、
寛
文
年
間(

一
六
六
一
～
七
三)

に
は
、
田
中

兵
左
衛
門(

某)

と
③
の
本
多
十
右
衛
門
頭
定
が
確
認
で
き
る(

25)

。
ま
た
、
地
誌
類
を

見
る
と
、
貞
享
二
年(

一
六
八
五)

刊
行
の
『
京
羽
二
重
』
に
は
伏
屋
彦
介
と
田
中
兵
左

衛
門
が
載
る(

26)

。
高
槻
御
蔵
廃
止
後
の
元
禄
九
年(

一
六
九
六)

に
刊
行
さ
れ
た
『
難

波
丸
』
に
は
伏
屋
彦
介
と
、
田
中
兵
左
衛
門
と
同
人
と
み
ら
れ
る
田
中
六
左
衛
門
が
載

る(

27)

。
伏
屋
胤
定(

彦
介)

は
最
後
の
御
蔵
奉
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
田
中
兵
左
衛
門

は
高
槻
御
蔵
廃
止
ま
で
同
職
に
在
籍
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。 

高
槻
御
蔵
奉
行
の
幕
府
組
織
に
お
け
る
位
置
付
け(

命
令
系
統)

は
定
か
で
は
な
い
。

元
禄
二
年(

一
六
八
九)

十
二
月
に
、
二
条
・
大
津
・
高
槻
・
大
坂
の
各
御
蔵
に
お
け
る

日
雇
賃
や
道
具
代
な
ど
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
今
後
、
御
蔵
奉
行
の
手
形
に
京
都
町
奉

行
の
裏
判
を
必
要
と
す
る
旨
の
史
料
が
あ
る(

28)

。
こ
れ
か
ら
、
京
都
町
奉
行
の
配
下

に
入
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
廃
止
の
二
年
前
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
不
明
で
あ
る
。 

高
槻
御
蔵
奉
行
の
役
料
は
、
『
吏
徴
附
録
』
に
よ
れ
ば
天
和
元
年
の
時
点
で
一
五
〇

俵
で
あ
っ
た
。
『
温
知
柳
営
秘
鑑
』
に
よ
る
と
、
配
下
に
は
米
の
搬
入
・
搬
出
に
関
わ

る
小
揚
が
六
〇
人(

そ
の
う
ち
組
頭
が
五
人)

い
た
。 

 

四 

「
高
槻
城
絵
図
」
に
描
か
れ
た
高
槻
御
蔵 

幕
閣
の
信
任
の
厚
か
っ
た
譜
代
大
名
・
永
井
直
清
は
、
慶
安
二
年(

一
六
四
九)

七
月
、

高
槻
藩
三
万
六
千
石
の
藩
主
に
封
じ
ら
れ
、
同
年
八
月
二
十
五
日
、
高
槻
城
に
入
城
し

た
。
「
永
井
家
文
書
」(

奈
良
教
育
大
学
蔵)

の
同
年
十
二
月
一
〇
日
付
の
老
中
連
署
状

に
は
「
高
槻
御
蔵
、
従
此
以
前
彼
地
城
主
之
家
来
御
蔵
奉
行
衆
ニ
立
合
、
開
御
蔵
之
戸

納
払
仕
、
相
封
付
置
候
由
候
間
、
如
先
規
可
被
申
付
候
」
と
あ
る
。
御
蔵
の
出
納
に
は
、

高
槻
城
主
の
家
臣
が
立
ち
会
う
き
ま
り
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る(

29)
 

。
高
槻
藩

主
永
井
家
中
の
寛
文
一
〇
年(

一
六
七
〇)

頃
の
分
限
帳
の
写
し
と
み
ら
れ
る
「
御
当
家

分
限
帳
」
に
よ
れ
ば
、
石
高
百
石
の
藩
士
・
望
月
次
郎
左
衛
門
の
役
職
が
「
御
蔵
目
附
」

と
あ
る
。
こ
の
役
が
、
高
槻
城
主
の
家
臣
と
し
て
出
納
に
立
ち
会
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
す
る(

30)

。 

同
じ
く
「
永
井
家
文
書
」
の
寛
文
二
年
八
月
十
六
日
付
、
永
井
直
清
宛
の
伏
見
奉
行

連
署
状
に
は
「(

前
略)

然
者
高
槻
ニ
御
蔵
す
く
な
く
候
、
御
蔵
建
候
あ
き
地
も
有
之
由
、

御
勘
定
所
へ
申
入
候
処
、
御
老
中
へ
被
伺
候
へ
ハ
、
只
今
迄
有
之
御
蔵
之
半
分
建
候
様

ニ
と
申
来
候
間
、
御
奉
行
之
儀
井
狩
十
介
・
末
吉
八
郎
右
衛
門
へ
申
渡
候
、
委
細
者
二
、

三
日
中
右
両
人
之
衆
其
元
へ
参
、
可
得
御
意
候
、（
後
略
）
」
と
あ
る
。
蔵
の
収
容
能
力

が
不
足
し
て
お
り
、
建
て
増
し
の
実
施
に
つ
い
て
、
担
当
す
る
奉
行
と
城
主
の
永
井
直

清
と
の
協
議
が
指
示
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
只
今
迄
有
之
御
蔵
之
半
分
建
候
様
ニ
」

と
あ
る
の
は
、
現
状
の
半
分
に
相
当
す
る
規
模
を
新
た
に
建
て
よ
と
い
う
意
味
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
増
築
の
奉
行
・
井
狩
十
介
は
、
「
京
都
町
奉
行
所
書
札
覚
書
」
の
記
述
か

ら
、
寛
文
九
年
に
行
わ
れ
た
高
槻
御
蔵
の
修
繕
の
際
も
奉
行
を
務
め
て
い
る
こ
と
が
分

か
る(

31)
。 

図
１
は
、
高
槻
藩
主
永
井
直
清
が
入
城
し
た
慶
安
二
年
か
ら
間
も
な
い
時
期
を
描
い

た
と
推
定
さ
れ
る
「
高
槻
城
絵
図
」(

仏
日
寺
蔵)

で
あ
る(

32)

。
図
２
は
、
同
絵
図
の

本
丸
南
側
、
蔵
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
曲
輪
の
拡
大
で
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
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図１ 高槻城絵図(仏日寺蔵) ※一部トリミング済み 

    点線部分は、下が図２、上が図３の範囲 

(上)図２ 高槻城絵図の蔵屋敷部分  

(下)図３ 高槻城絵図の御蔵奉行の屋敷(点線部分) 

高
槻
御
蔵
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
蔵
屋
敷
」
と
記
さ
れ
た
米
蔵
と
み
ら

れ
る
四
棟
と
、「
エ
ン
シ
ョ
ウ
ク
ラ
」(

焔
硝
・
火
薬
の
こ
と)

と
記
さ
れ

た
蔵
が
二
棟
、「
会
所
」
が
一
棟
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
蔵
屋
敷
の
曲
輪

は
、
隣
接
す
る
三
の
丸
や
帯
曲
輪
と
の
間
に
石
垣
や
白
壁
の
塀
を
備
え

た
門
が
あ
り
、
明
確
に
区
画
分
け
が
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

御
蔵
廃
止
後
で
あ
る
江
戸
時
代
後
期
に
描
か
れ
た
高
槻
城
絵
図
で
は
、

蔵
や
会
所
と
共
に
門
と
塀
も
撤
去
さ
れ
て
お
り
、
幕
府
官
僚
の
御
蔵
奉

行
と
城
主
と
の
管
轄
区
域
を
区
切
る
た
め
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
北
側

に
連
な
る
帯
曲
輪
に
は
材
木
蔵
が
二
棟
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
高
槻

御
蔵
に
含
ま
れ
る
と
の
見
解
が
あ
る
が(

33)
 

、
蔵
屋
敷
曲
輪
の
門
の
外

側
に
あ
る
た
め
、
断
定
は
で
き
な
い
。
前
記
寛
文
二
年
の
増
築
に
よ
り
、

御
蔵
の
敷
地
が
拡
大
し
た
可
能
性
等
も
考
え
ら
れ
る
。 

図
３
は
高
槻
城
下
の
北
側
に
広
が
る
武
家
屋
敷
地
で
あ
る
。
三
の
丸

に
あ
る
北
大
手
門
の
北
東
側
に
本
行
寺
、
光
松
寺
、
理
安
寺
と
並
ん
で

い
る
。
光
松
寺
の
西
向
い
に
「
田
中
兵
左
衛
門
」
、
そ
の
北
側
で
、
理
安

寺
の
西
向
い
に
「
本
多
重
右
衛
門
」
と
あ
り
、
前
記
③
の
本
多
十
右
衛

門
頭
定
と
同
人
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
高
槻
御
蔵
奉
行
の
屋
敷
で
あ

ろ
う
。
光
松
寺
の
門
前
に
「
役
人
屋
敷
」
、
本
多
重
右
衛
門
屋
敷
の
西
北

側
の
長
屋
に
は
「
役
人
ヤ
シ
キ
」
と
あ
る
。
御
蔵
奉
行
の
役
宅
近
く
に

あ
る
こ
と
や
、
高
槻
藩
の
足
軽
長
屋
は
、
全
て
「
高
津
組
」
等
、
組
頭

の
名
前
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
蔵
奉
行
配
下
の
小
揚
の
役

宅
と
推
定
す
る
。 

本
多
十
右
衛
門
頭
定
と
田
中
兵
左
衛
門
が
同
時
に
高
槻
御
蔵
奉
行
を

勤
め
て
い
た
時
期
は
寛
文
年
間
で
あ
り
、
伏
屋
胤
定(

彦
介)

の
着
任
が

確
認
で
き
る
天
和
元
年(

一
六
八
一)

十
一
月
二
十
一
日
ま
で
が
下
限
で

あ
る
。
本
絵
図
の
作
成
時
期
を
検
討
す
る
際
の
一
つ
の
指
標
と
な
る
。 

 五 

高
槻
御
蔵
の
役
割 

 

高
槻
御
蔵
に
は
、
幕
府
直
轄
領
か
ら
の
年
貢
米
が
収
納
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
、
運
用
・
役
割
が
異
な
る
二
種
類
の
も
の
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

幕
府
財
政
に
組
み
込
ま
れ
、
近
畿
で
の
幕
府
事
業
の
経
費
や
、
諸
役
人

の
扶
持
米
等
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
、
便
宜
的
に
蔵
米
と
呼
ぶ
。
も
う
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一
つ
は
、
非
常
時
の
備
蓄
米
で
あ
る
「
城
詰
米
」
で
あ
る
。 

(

一)

蔵
米 

 
蔵
米
の
場
合
、
支
出
先
や
そ
の
内
訳
か
ら
、
そ
の
役
割
が
う
か
が
え
る
が
、
高
槻
御

蔵
収
納
米
の
蔵
米
か
ら
の
支
出
が
確
認
で
き
る
例
は
少
な
い
。
そ
れ
を
次
に
記
す
。 

①
寛
永
十
一
年(

一
六
三
四)

、
永
井
直
清
が
奉
行
を
務
め
た
大
山
崎
離
宮
八
幡
宮
の
造

営
や
、
同
社
へ
の
下
向
米
千
俵
等
の
費
用(

「
永
井
家
文
書
」)

  

②
寛
文
一
〇
年(
一
六
七
〇)

、
京
都
の
三
条
橋
普
請
に
係
る
諸
費
用(

「
京
都
町
奉
行

所
書
札
覚
書
」)
。 

③
寛
文
一
〇
年
、
「
高
槻
御
米
蔵
弐
ケ
所
御
修
復
」
に
従
事
し
た
、
奉
行
井
狩
十
介
ら

の
扶
持
米(

「
京
都
町
奉
行
所
書
札
覚
書
」)

。 
 

大
坂
御
蔵
で
は
、
加
番
や
大
番
で
大
坂
に
留
ま
っ
て
い
る
大
名
・
旗
本
の
合
力
米
や
、

諸
役
人
の
扶
持
米
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
条
御
蔵
で
は
、
公
家
衆
へ
の
方
領

米
や
役
料
、
扶
持
米
の
他
、
社
寺
へ
の
神
事
料
・
念
仏
料
が
支
出
さ
れ
て
い
る(

34)

。

し
か
し
、
高
槻
御
蔵
は
判
明
し
て
い
る
支
出
例
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
蔵
米
分
の
役

割
の
全
体
像
は
分
か
ら
な
い
。 

(

二)

城
詰
米 

 

城
詰
米
は
、
兵
糧
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
非
常
用
備
蓄
米
で
あ
る
。
幕
府
の
城
詰
米

制
度
は
、
幕
府
直
轄
の
城
と
、
譜
代
藩
の
大
名
の
居
城
を
中
心
に
一
定
量
の
城
詰
米
を

備
え
て
非
常
時
の
備
え
と
し
た
も
の
で
、
城
米
、
城
付
米
、
御
用
米
と
も
呼
ば
れ
た
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
柳
谷
慶
子
氏
に
よ
る
研
究
に
詳
し
い(

35)
。
こ
れ
を
元
に
、

城
詰
米
の
配
置
に
つ
い
て
近
畿
で
の
状
況
を
み
て
い
き
た
い
。 

 

寛
永
一
〇
年(

一
六
三
三)

、
幕
府
の
軍
事
機
構
整
理
の
一
環
と
し
て
、
城
詰
米
制
度

が
確
立
さ
れ
た
。
城
詰
米
は
幕
府
の
所
有
物
で
あ
り
、
譜
代
大
名
居
城
で
は
、
転
封
に

よ
る
城
主
交
代
の
際
は
、
新
し
い
城
主
に
引
き
継
が
れ
た
。
柳
谷
論
文
に
お
い
て
、
全

国
的
な
備
蓄
状
況
が
確
認
で
き
る
史
料
を
元
に
作
ら
れ
た
表
か
ら
、
近
畿
部
分
を
抽
出

し
、
本
稿
用
に
改
編
・
加
筆
し
た
の
が
次
項
の
表
で
あ
る(

36)

。 

高
槻
御
蔵
に
は
、
一
万
石
の
城
詰
米
が
備
蓄
さ
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
高
槻
御
蔵
が
廃
止
さ
れ
る
前
年
の
元
禄
三
年
に
城
詰

米
は
高
槻
藩
に
引
き
継
が
れ
た
た
め
、
以
降
は
大
名
居
城
の
欄
に
記
さ
れ
て
い
る
。
城

詰
米
の
配
置
場
所
は
、
幕
府
の
全
国
支
配
上
の
要
地
で
あ
る
北
と
南
の
抑
え
の
位
置
、

主
要
街
道
沿
い
、
幕
府
領
の
集
中
地
域
と
さ
れ
、
関
東
・
中
部
・
近
畿
に
集
中
度
が
高

い
と
さ
れ
る(

37)

。
表
か
ら
は
、
近
畿
分
が
全
国
の
五
～
六
割
程
度
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
こ
の
地
域
が
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。 

 

城
詰
米
が
配
置
さ
れ
た
大
名
の
居
城
の
内
訳
は
、
全
六
三
城
の
内
、
五
四
城
が
譜
代

藩
の
城
で
あ
る
。
残
る
九
城
も
外
様
な
が
ら
も
幕
府
か
ら
の
信
任
の
厚
い
藩
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
特
定
の
譜
代
大
名
と
こ
れ
に
準
ず
る
藩
に
設
置
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
て
い

る(

38)

。 
 

元
和
三
年(

一
六
一
七)

に
行
わ
れ
た
幕
府
に
よ
る
高
槻
城
の
公
儀
修
築
は
、
元
和
六

年
か
ら
始
ま
る
大
坂
城
再
築
の
布
石
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る(

39)

。
同
年
に
修

築
が
行
わ
れ
た
尼
崎
城
、
明
石
城
、
元
和
五
年
に
修
築
さ
れ
た
岸
和
田
城
、
大
和
郡
山

城
が
揃
っ
て
城
詰
米
を
備
え
る
城
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
城
詰
米
が
制
度

と
し
て
確
立
し
た
の
は
寛
永
一
〇
年
だ
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
非
常
時
用
の
米
備
蓄
は
行

わ
れ
て
い
た(

40)

。
高
槻
城
は
、
大
坂
の
陣
で
徳
川
方
の
物
資
供
給
拠
点
と
し
て
機
能

し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常
時
用
の
米
備
蓄
は
、
慶
長
年
間(

一
五
九
六
～
一
六
一

五)

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。「
高
槻
城
絵
図
」
に
は
は
焔

硝(

火
薬)

用
の
「
エ
ン
シ
ョ
ウ
ク
ラ
」
が
二
棟
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
槻
御
蔵

は
非
常
時
用
の
物
資
備
蓄
場
所
と
し
て
の
役
割
が
強
か
っ
た
と
推
定
す
る
。
今
後
、
高

槻
城
も
含
め
た
大
坂
城
近
辺
の
譜
代
大
名
居
城
で
の
元
和
期
に
お
け
る
非
常
時
用
備

蓄
米
の
保
管
状
況
の
解
明
を
進
め
れ
ば
、
当
該
期
の
幕
府
西
国
支
配
の
意
図
の
一
端
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

表
の
貞
享
四
年(

一
六
八
七)

の
典
拠
で
あ
る
「
所
々
御
城
米
並
城
付
御
米
高
」
で
は
、

全
国
の
大
名
居
城
の
城
詰
米
に
つ
い
て
、
江
戸
や
大
坂
へ
の
輸
送
の
難
易
度
に
よ
り
、

八
つ
に
区
分
け
さ
れ
て
い
る(

41)

。
そ
の
中
で
、
近
畿
の
譜
代
大
名
居
城
が
含
ま
れ
る

の
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。 

（
１
）
江
戸
へ
の
運
送
は
可
能
だ
が
、
即
刻
の
役
に
は
た
た
な
い 

駿
河
田
中
、
遠
江
掛
川
・
浜
松
・
横
須
賀
、
三
河
吉
田
・
岡
崎
・
西
尾
・
刈
谷
、

伊
勢
亀
山
・
桑
名
、
志
摩
鳥
羽
、
美
濃
大
垣
・
岩
村
・
加
納
、
摂
津
尼
崎
、
和
泉

岸
和
田
、
山
城
淀
、
大
和
郡
山
、
播
磨
姫
路
・
明
石
・
竜
野
、
伊
予
松
山 

（
２
） 

江
戸
へ
の
即
刻
の
用
に
は
た
た
な
い
が
、
大
坂
の
米
蔵
に
便
利 

丹
波
篠
山
・
福
知
山
・
亀
山
、
備
後
福
山
、
石
見
浜
田
、
豊
後
府
内
・
杵
築
、
豊

前
小
倉 

（
３
）
大
津
へ
は
便
宜
だ
が
二
条
、
高
槻
、
大
坂
の
御
蔵
へ
は
陸
路
の
た
め
運
送
費
用

が
か
さ
む
。 

近
江
彦
根
・
膳
所
・
水
口 
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表 近畿における城詰米の配置 単位：石  
大名居城において、当該年の藩主が無印は譜代、●は親藩、▲は外様大名を表す 

 

国 設置場所
延宝4年
(1676)

天和1年
(1681)

貞享4年
(1687)

延享2年
(1745)

宝暦1年
(1751)

大坂 70,000 70,000 70,000 70,000 70,000

高槻 10,000 10,000 10,000

山城 二条 10,000 17,000 17,000 10,000 10,000

大津 50,000 50,000 50,000 ― 20,000

永原 1,000 1,000 ― ― 1,000

水口 1,000 3,000

142,000 151,000 147,000 80,000 101,000

桑名 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

亀山 3,050 1,000 5,050 3,050 3,050

志摩 鳥羽 3,000 3,000 5,000 1,500 3,000

彦根 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000

膳所 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

水口 ▲2,000 ▲2,000 ▲3,000

山城 淀 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

高槻 2,000 3,000

尼崎 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

大和 郡山 ― ― ― 4,000 5,000

亀山 2,000 2,000 3,000 2,000 2,000

篠山 3,000 3,000 5,000 3,000 3,000

福知山 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

和泉 岸和田 3,000 3,000 5,000 3,000 3,000

姫路 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

明石 3,000 3,000 ●5,000 ●3,000 ●3,000

竜野 ▲2,000 ― ▲4,000 ▲2,000 ▲6,000

86,050 82,000 101,050 92,550 101,050

228,050 233,000 248,050 172,550 202,050

400,913 384,863 464,713 333,108 381,420

丹波

播磨

近畿合計

全国合計

近
畿
の
幕
府
御
蔵

幕府御蔵合計

近
畿
の
大
名
居
城

大名居城合計

伊勢

近江

摂津

摂津

近江

（水口御蔵の段参照)

(高槻御蔵の段参照)

貞享2年、水口藩主へ

元禄3年、高槻藩主へ

 

こ
の
区
分
け
か
ら
、
大
名
居
城
の
城
詰
米
は
江
戸
と
大
坂
へ
の
運
送
の
便
が
重
要
視

さ
れ
て
い
た
の
が
分
か
る
。
高
槻
御
蔵
は
非
常
時
に
城
詰
米
を
運
用
す
る
際
、
大
津
・

二
条
御
蔵
と
共
に
、
大
坂
御
蔵
に
準
ず
る
集
積
地
と
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。 

 
高
槻
御
蔵
に
収
め
ら
れ
た
城
詰
米
の
供
給
元
に
つ
い
て
、
『
温
知
柳
営
秘
鑑
』
に
は

「
高
槻
御
蔵
詰
国 

近
江 

若
御
蔵
米
不
足
之
時
者
河
内
摂
津
和
泉
之
内
よ
り
詰
ル
」

と
あ
り
、
近
江
国
の
幕
府
領
が
供
給
元
で
、
不
足
の
際
は
摂
津
・
河
内
・
和
泉
国
か
ら

も
納
め
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
所
々
御
城
米
並
城
付
御
米
高
」
に
は
、
大
津
御
蔵

で
は
延
宝
二
年(
一
六
七
四)

と
翌
三
年
に
洪
水
の
た
め
二
条
と
高
槻
の
御
蔵
に
城
詰

米
を
回
送
し
て
お
り
、
そ
の
た
め

貞
享
四
年
段
階
で
、
収
納
量
が
規

定
よ
り
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。 

 

元
禄
四
年
に
高
槻
御
蔵
は
廃
止

さ
れ
る
。『
温
知
柳
営
秘
鑑
』
に
は

「
高
槻
御
蔵
元
禄
三
年
午
大
津
ヘ

引
ル
、
城
付
二
千
石
残
ル
」
と
あ

り
、
廃
止
前
年
に
城
詰
米
は
二
千

石
を
残
し
て
大
津
御
蔵
へ
移
さ
れ

た
。
高
槻
御
蔵
に
あ
っ
た
一
万
石

の
城
詰
米
の
う
ち
、
二
千
石
が
高

槻
藩
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
分

か
る
。
そ
の
後
、
宝
暦
元
年(

一
七

五
一)

の
時
点
で
は
三
千
石
に
増

や
さ
れ
て
い
る(

42)

。 

 

城
詰
米
の
管
理
は
、
他
城
で
は

通
例
毎
年(

旧
暦)

七
月
初
め
か
ら

使
用
を
は
じ
め
、
そ
の
年
の
初
納

に
よ
っ
て
詰
め
替
え
ら
れ
て
い
る

(

43)

。
高
槻
御
蔵
で
も
こ
れ
に
倣

っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。 

高
槻
城
に
収
め
ら
れ
た
城
詰
米

の
使
用
例
を
み
て
み
た
い
。
寛
文

九
年(

一
六
六
九)

、
近
江
国
高
島
郡(

滋
賀
県
高
島
市)

等
で
二
万
石
を
領
し
て
い
た
大

溝
藩
で
は
、
洪
水
に
よ
り
一
万
石
余
の
減
収
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
藩
主
の
分
部
信
政

が
幕
府
に
願
い
出
て
高
槻
御
蔵
か
ら
三
千
石
を
借
用
し
た(

44)

。
こ
の
時
使
わ
れ
た
米

が
、
蔵
米
か
城
詰
米
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
非
常
時
の
使
用
と
い
う
性
格
か
ら
城
詰
米

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

大
溝
藩
へ
の
供
給
は
高
槻
御
蔵
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
飢
饉
の
時
や
そ
れ
に
伴
う
米
価

高
騰
時
で
、
被
害
地
域
が
広
範
囲
に
及
ぶ
場
合
は
、
幕
府
は
城
詰
米
を
江
戸
や
大
坂
へ

回
送
さ
せ
た
う
え
で
、
被
害
が
大
き
い
地
域
へ
配
っ
た
。
複
数
の
城
か
ら
の
大
規
模
な
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回
送
は
全
部
で
一
四
回
を
数
え
た
。
そ
の
中
で
高
槻
城
か
ら
の
回
送
が
確
認
で
き
る
の

は
四
回
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
高
槻
藩
に
引
き
継
が
れ
た
後
で
あ
る
。
享
保
十
七
年(

一

七
三
二)

の
九
州
・
四
国
で
の
大
規
模
な
イ
ナ
ゴ
被
害
に
際
し
て
千
石
、
天
明
三
年(

一

七
八
三)

に
一
三
七
二
・
一
石
、
天
保
四
年(

一
八
三
三)

に
一
一
〇
〇
石
、
同
七
年
に

二
七
一
石
で
あ
る(

45)

。
ま
た
、
宝
暦
三
年(

一
七
五
三)

に
幕
府
の
使
者
が
城
詰
米
の

見
分
の
た
め
高
槻
を
訪
れ
て
お
り
、
城
詰
米
管
理
・
運
用
の
一
端
が
う
か
が
え
る(

46)

。 

 

六 

高
槻
御
蔵
へ
の
蔵
詰 

 

高
槻
御
蔵
に
収
納
さ
れ
た
米
は
、
周
辺
の
幕
府
領
か
ら
蔵
詰
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

実
際
に
年
貢
目
録
等
で
確
認
で
き
る
の
は
、
寛
永
期
に
前
記
の
摂
津
国
西
成
郡
十
八
条

村(

47)

と
、
河
内
国
志
紀
郡
と
丹
北
郡
が
あ
り
、
志
紀
郡
・
丹
北
郡
幕
府
領
の
年
貢
米

の
蔵
詰
先
は
大
坂
御
蔵
、
二
条
御
蔵
、
高
槻
御
蔵
、
江
戸
へ
の
廻
米
と
な
っ
て
い
る(

48)

。

一
例
と
し
て
、
丹
北
郡
小
山
村(

大
阪
府
藤
井
寺
市)

・
次
郎
兵
衛
組
の
寛
永
二
〇
年(

一

六
四
三)

の
年
貢
米
覚
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る(

49)

。 

総
年
貢
米 

三
八
二
石
九
斗
八
合 

 

（
内
訳
）
米 

 

一
二
七
石
六
斗
三
升
六
合 

 
三
ケ
一
銀
納 

 
 

 
 

 

大
豆 

 

三
八
石
二
斗
九
升 

 
 

 

十
分
一
銀
納 

 
 

 
 

 

米 
 

 

四
五
石 

 
 

 
 

 
 

 

大
坂
御
蔵
詰 

 
 

 
 

 

米 
 

 

十
九
石 

 
 

 
 

 
 

 

高
槻
御
蔵
詰 

 
 

 
 

 

米 
 

 

十
八
石
五
斗 
 

 
 

 
 

二
条
御
蔵
詰 

 
 

 
 

 

米 
 

 

九
四
石
九
斗
一
升 

 
 

 

江
戸
廻 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
他
に
種
か
し
米
、
二
条
御
蔵
詰
の
際
の
車
加
子
米
な
ど
） 

幕
府
領
の
一
つ
の
村
か
ら
江
戸
へ
の
廻
米
も
含
め
て
複
数
の
御
蔵
へ
蔵
詰
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
村
で
確
認
で
き
る
。 

 

和
泉
国
大
鳥
郡
上
神
谷
村(

堺
市
南
区)

で
は
、
高
槻
へ
の
蔵
詰
が
確
認
で
き(

50)

、

さ
ら
に
正
保
三
年(

一
六
四
六)

に
は
「
高
槻
御
蔵
修
復
之
御
入
用
竹
・
な
わ
・
わ
ら
人

足
代
」
が
課
せ
ら
れ
て
い
る(

51)

。 

他
に
、
村
明
細
帳
で
高
槻
御
蔵
へ
の
蔵
詰
が
記
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、
河
内
国

茨
田
郡
枚
方
村(

大
阪
府
枚
方
市)

の
寛
文
年
間(

一
六
六
一
～
七
三)

～
貞
享
年
間(

一

六
八
四
～
八
八)

と
推
定
さ
れ
る
村
明
細
帳
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
大
坂
御
蔵
、
二
条
御

蔵
、
高
槻
御
蔵
へ
の
蔵
詰
の
ル
ー
ト
や
そ
の
際
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、

淀
川
船
着
場
か
ら
対
岸
の
唐
崎
ま
で
船
で
運
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る(

52)

。
同
じ
茨

田
郡
の
中
振
村(

大
阪
府
枚
方
市)

の
元
禄
三
年
の
村
明
細
帳
に
も
高
槻
御
蔵
へ
の
蔵

詰
費
用
の
記
述
が
あ
る(

53)

。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
河
内
国
と
和
泉
国
か
ら
の
蔵
詰
が
確
認
で
き
る
。
摂
津
国
か
ら
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ま
だ
十
分
に
調
査
し
き
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
判

断
で
き
な
い
。
『
温
知
柳
営
秘
鑑
』
に
は
、
城
詰
米
は
近
江
国
か
ら
供
給
さ
れ
、
不
足

の
際
は
摂
津
・
河
内
・
和
泉
国
か
ら
も
納
め
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
蔵
詰
に
あ
た
っ
て

蔵
米
と
城
詰
米
の
区
分
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る(

54)

。 

高
槻
御
蔵
の
収
納
規
模
に
つ
い
て
は
、
二
万
石
蔵
の
別
称
か
ら
、
そ
の
程
度
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
高
槻
藩
士
が
記
し
た
手
控
え
で
あ
る
「
高
槻
年
代
記
」
に
は
、
元

禄
三
年(

一
六
九
〇)

の
項
に
「
城
米
二
万
石
引
二
千
石
預
十
月
廿
三
日
」
と
あ
る(

55)

。

前
記
の
御
蔵
廃
止
前
年
に
城
詰
米
が
大
津
御
蔵
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
の
記
述
に
関

連
す
る
も
の
だ
が
、
城
詰
米
の
規
定
は
一
万
石
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
に
あ
る
「
城
米

二
万
石
」
は
蔵
米
を
含
め
た
高
槻
御
蔵
の
総
収
納
量
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

 

本
稿
で
は
、
高
槻
御
蔵
に
つ
い
て
の
概
要
を
記
し
て
き
た
。
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い

て
は
、
慶
長
年
間(

一
五
九
六
～
一
六
一
五)

以
来
設
け
ら
れ
て
い
た
幕
府
の
直
轄
蔵
が
、

近
畿
の
幕
府
領
か
ら
の
年
貢
収
納
体
制
が
確
立
さ
れ
る
寛
永
年
間(

一
六
二
四
～
四

四)

に
、
御
蔵
の
制
度
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
「
高
槻
御
蔵
」
と
し
て
整
え
ら

れ
た
と
推
定
し
た
。 

高
槻
城
は
元
和
三
年(

一
六
一
七)

に
公
儀
修
築
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
る
。
大
坂
城

内
・
城
下
の
蔵
が
未
整
備
だ
っ
た
こ
の
時
点
で
、
高
槻
城
内
の
蔵
は
摂
津
・
河
内
・
和

泉
に
お
い
て
数
少
な
い
幕
府
の
直
轄
蔵
で
あ
っ
た
。
非
常
時
に
備
え
た
物
資
の
備
蓄
と

い
っ
た
軍
事
面
だ
け
で
な
く
、
年
貢
米
の
収
納
先
・
支
出
元
と
い
う
蔵
の
機
能
を
考
慮

す
れ
ば
、
大
坂
の
陣
後
の
復
興
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
槻

城
の
元
和
修
築
は
、
大
坂
城
を
中
心
と
し
た
西
国
支
配
確
立
へ
の
布
石
で
あ
る
と
共
に
、

こ
の
重
要
な
幕
府
直
轄
の
蔵
を
守
る
城
の
整
備
で
も
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

高
槻
御
蔵
研
究
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
慶
長
年
間
～
元
和
年
間(

一
六
一
五
～
二

四)

の
御
蔵
制
度
確
立
以
前
の
時
期
の
実
態
と
、
大
坂
の
陣
後
の
幕
府
西
国
支
配
の
確

立
期
に
果
た
し
た
役
割
、
廃
止
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
の
解
明
を
進
め
て
い
き
た
い
。 
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【
註
】 

(

１)

『
高
槻
市
史
』
第
二
巻
本
編
Ⅱ(

高
槻
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
四
年)

。 

(
２)

①
藤
田
恒
春
「
近
世
前
期
の
幕
府
御
蔵
奉
行
に
つ
い
て
」(

『
文
化
史
論
叢
―
横
田
健
一
先
生
古
稀
記
念 

(

下)

』
横
田
健
一
先
生
古
稀
記
念
会
、
創
元
社
、
一
九
八
七
年)

。 
②
大
野
瑞
男
『
江
戸
幕
府
財
政
史
論
』(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年)

。 
③
飯
島
千
秋
『
江
戸
幕
府
財
政
の
研
究
』(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年)

。 

(

３)

前
掲(
２)

-
①
、
及
び
『
島
本
町
史
』(

島
本
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
七
五
年)

。 

(

４)

天
坊
幸
彦
『
高
槻
通
史
』(

高
槻
市
役
所
、
一
九
五
三
年)

。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
廃
止
の
時
期
は

誤
認
で
あ
り
、
枚
方
へ
の
移
管
は
事
実
が
確
認
で
き
て
い
な
い
。 

(

５)

『
吏
徴
附
録
』(
『
続
々
群
書
類
従
』
第
七 

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
九
年)

。 

(

６)

『
新
訂 

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
十
二
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
六
年)

。 

(

７)

『
新
訂 

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
十
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
六
年)

。 

(

８)

前
掲(

２)
-

③
。 

(

９)

『
新
訂
増
補 

国
史
大
系 

徳
川
実
紀 

第
二
編
』(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年)

。 

(

10)

佐
々
木
潤
之
介
『
増
補
・
改
訂
版 
幕
藩
権
力
の
基
礎
構
造
』(

お
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
五
年)

。 

(

11)

前
掲(

２)
-

③
。 

(

12)

前
掲(

２)
-

③
。 

(

13)

前
掲(

２)
-

③
。 

(

14)

前
掲(

２)
-

①
。 

(

15)

前
掲(

２)
-

③
。 

(

16)

前
掲(

２)
-

①
。 

(

17)

前
掲(

４)

で
は
、
「
そ
し
て
こ
こ(

筆
者
注
・
高
槻
城)

か
ら
平
野
岡
山
の
陣
所
に
、
人
夫
五
十
人
宛
兵

糧
糠
藁
等
を
背
に
負
い
郷
士
五
人
が
こ
れ
を
宰
領
し
て
輸
送
し
た
。(

近
藤
家
記
録)

」
と
あ
る
。
ま
た
、

柱
本
茶
船
の
由
緒
に
は
、
大
坂
の
陣
で
代
官
北
見
五
郎
左
衛
門
か
ら
命
じ
ら
れ
て
高
槻
城
よ
り
兵
糧
二

万
石
を
運
送
し
た
と
あ
る(

日
野
照
正
『
畿
内
河
川
交
通
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年)

。 

(

18)

『
新
修 

大
阪
市
史
』
「
第
三
巻
」(

新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
九
年)

。 

(

19)

『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
「
下
巻
」(

岩
生
成
一
監
修
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
八
年)

。 

(

20)

『
温
知
柳
営
秘
鑑
』
巻
五(

『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
』
５
、
史
籍
研
究
会
、
汲
古
書
院
、
一
九
八

一
年
）
。 

(

21)

前
掲(

２)
-

③
。 

(

22)

前
掲(

２)
-

①
。 

(

23)

①
～
③
は
前
掲(

６)

に
同
じ
。
④
は
『
新
訂 

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三(

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一

九
六
四
年)

。
⑤
⑥
⑨
は
前
掲(

７)

に
同
じ
。
⑦
⑧
は
『
新
訂 

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
四(

続
群
書

類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年)

。 

(

24)

前
掲(

２)
-

②
。
な
お
、
本
多
頭
直
は
『
寛
政
譜
』
に
、
万
治
三
年(

一
六
六
〇)

に
致
仕
と
あ
る
。 

 

(

25)

前
掲(

２)
-

③
。 

(

26)

『
京
羽
二
重
』(

『
新
修 

京
都
叢
書
』
第
二
巻
、
新
修
京
都
叢
書
刊
行
会
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
五
年)

。 

(

27)

『
難
波
丸
』(

塩
村
耕
編
『
古
版
大
阪
案
内
記
集
成
』
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年)

。 

(

28)

『
新
修
大
阪
市
史 

史
料
編
』
「
第
六
巻 

近
世
Ⅰ
政
治
１
」(

大
阪
市
史
編
纂
所
・
大
阪
市
史
料
調

査
会
、
二
〇
〇
七
年)

。 

(

29)

『
高
槻
市
史
』
第
四
巻(

一)

史
料
編
Ⅱ(

高
槻
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
七
四
年)

。 

(

30)

西
本
幸
嗣
「
高
槻
藩
永
井
家
の
分
限
帳
に
つ
い
て
（
一
）
」(

『
し
ろ
あ
と
だ
よ
り
』
第
六
号
、
高
槻

市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
、
二
〇
一
三
年)

。
な
お
、
同
書
に
は
「
者
頭
土
蔵
」
「
御
土
蔵
」
の
役
職
名

も
記
さ
れ
て
い
る
。
高
槻
御
蔵
廃
止
後
に
あ
た
る
江
戸
時
代
中
後
期
の
高
槻
藩
分
限
帳
に
「
土
蔵
役
」

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
藩
の
蔵
に
関
す
る
職
と
推
定
す
る
。 

(

31)

「
京
都
町
奉
行
所
書
札
覚
書
」(

『
京
都
町
触
集
成
』
別
巻
一
、
京
都
町
触
研
究
会
編
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
八
年)

。 

(

32)

前
掲(

１)

。 

(

33)

前
掲(

２)
-

③
。 

(

34)

前
掲(

２)
-

③
。 

(

35)

①
柳
谷
慶
子
「
江
戸
幕
府
城
詰
米
制
の
成
立
」(

『
日
本
歴
史
』
四
四
四
号
、
一
九
八
五
年)

。 

②
柳
谷
慶
子
「
江
戸
幕
府
城
詰
米
制
の
機
能
」(

『
史
学
雑
誌
』
九
六
編
十
二
号
、
一
九
八
七
年)

。 

(

36)

前
掲(

35)
-

①
の
「
諸
家
城
詰
米
詰
高
表
」
か
ら
抽
出
。
各
年
の
出
典
を
次
に
記
す
。 

 
 

 

延
宝
四
年
「
所
々
御
城
米
」(

姫
路
市
立
図
書
館
所
蔵
酒
井
家
文
書)

。 

 
 

 

年
欠(

天
和
元
年)

「
諸
国
所
々
之
御
城
米
之
事
」(

内
閣
文
庫
所
蔵
「
玉
露
叢
」
四
三
所
収)

。 

年
欠(

貞
享
四
年)

「
所
々
御
城
米
並
城
付
御
米
高
」(

内
閣
文
庫
所
蔵
「
憲
教
類
典
」
五
ノ
九
所
収)

。 

延
享
二
年
「
諸
国
城
詰
御
用
米
」(

姫
路
市
立
図
書
館
所
蔵
酒
井
家
文
書)

。 

 
 

 

宝
暦
元
年
「
諸
国
御
詰
米
」(

内
閣
文
庫
所
蔵
「
憲
教
類
典
」
所
収)

。 

(

37)

前
掲(

35)
-

①
。 

(

38)

前
掲(

35)
-

①
。 

(

39)

高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
開
館
記
念
特
別
展
図
録
『
天
下
統
一
と
高
槻 

～
安
土
城
・
大
坂
城
そ
し

て
高
槻
城
～
』(

二
〇
〇
三
年)

。 

(

40)

前
掲(

35)
-

①
で
は
、
膳
所
城
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
寛
永
一
〇
年
以
前
か
ら

蓄
え
ら
れ
て
い
た
一
万
石
を
、
今
後
は
五
〇
〇
〇
石
と
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
膳
所
城
が
、
慶
長

八
年
に
大
津
城
に
代
わ
る
要
害
と
し
て
築
城
さ
れ
た
経
緯
か
ら
、
以
前
か
ら
蓄
え
ら
れ
て
い
た
兵
糧
を

城
詰
米
と
し
て
規
定
し
直
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。 

(

41)

前
掲(

35)
-

①
に
同
じ
。
「
所
々
御
城
米
並
城
付
御
米
高
」
は
、
写
本
が
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
『
憲
教
類
典
』
五
八
巻
、
「
五
ノ
九 

米
穀
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

 

(

42)

前
掲(

35)
-

①
。 

(

43)

前
掲(

35)
-

①
。 

(

44)

木
村
礎
・
藤
野
保
・
村
上
直
編
『
藩
史
大
事
典
』「
第
五
巻 

近
畿
編
」(

雄
山
閣
、
一
九
八
九
年)

。 
(

45)

前
掲(

35)
-

②
。 

(

46)

N

P

0
法
人
高
槻
市
文
化
財
ス
タ
ッ
フ
の
会
古
文
書
グ
ル
ー
プ
『
摂
津
国
高
槻
村
古
記
録
二
』(

二
〇

一
三
年)

。 

(

47)

前
掲(

２)
-

③
。 

(

48)

前
掲(

12)

。 

(

49)

『
藤
井
寺
市
史
』「
第
六
巻 

史
料
編
四
上
」(

藤
井
寺
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
三
年)

。 

(

50)

「
和
泉
国
大
鳥
郡
上
神
谷
豊
田
村
小
谷
家
文
書
」(

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
。
同
館
の
「
収
蔵
歴
史
ア

ー
カ
イ
ブ
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
参
照)

。 

(

51)
「
慶
安
元
年
～
三
年 

堺
奉
行
御
触
書
」(

『
堺
市
史 

続
編
第
五
巻
』
堺
市
役
所
、
一
九
七
四
年)

。 

(

52)
『
枚
方
市
史
』「
第
七
巻
」(

枚
方
市
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
七
〇
年)

。 

(

53)

前
掲(
52)

。 

(

54)

前
掲(
51)
に
は
、「
卯
之
納
米
高
槻
御
蔵
詰 

壱
万
石
之
割 

一
米
三
百
九
十
四
石 

和
泉
」
と
あ
る
。

高
槻
御
蔵
の
規
定
量
の
う
ち
、
三
九
四
石
が
和
泉
国
に
割
り
当
て
ら
れ
た
と
解
釈
で
き
る
が
、
蔵
米
と

城
詰
米
の
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

(

55)

「
小
澤
家
文
書
」(
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
蔵)

。 
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資
料
に
見
る
昭
和
十
～
十
一
年
の
選
挙
粛
正
運
動
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
村 

雄
一 

 
は
じ
め
に 

 
 

 

選
挙
粛
正
運
動
と
は
、
昭
和
十
年(

一
九
三
五)

か
ら
同
十
七
年
に
か
け
、
公
正
な

選
挙
の
実
現
を
目
指
し
、
全
国
規
模
で
実
施
さ
れ
た
運
動
で
あ
る
。 

大
正
十
四
年(

一
九
二
五)
六
月
十
一
日
の
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
で
、
日
本
国

籍
を
有
し
、
内
地
に
居
住
す
る
満
二
十
五
歳
以
上
の
全
て
の
男
子
に
選
挙
権
が
与

え
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
男
子
普
通
選
挙
の
始
ま
り
で
あ
る
。
昭
和
三
年
二
月
二
十

日
に
は
国
政
選
挙
と
し
て
初
の
改
正
法
に
基
づ
く
普
通
選
挙
で
あ
る
第
十
六
回
衆

議
院
議
員
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
不
正
行
為
が
数
多
く
生
じ
た
た
め
、

選
挙
粛
正
運
動
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

当
館
で
は
「
昭
和
十
年
七
月 

選
挙
粛
正
ニ
関
ス
ル
書
類
」
と
い
う
簿
冊(

写
真

１)

を
所
蔵
し
て
い
る
。
同
簿
冊
は
、
昭
和
十
年
～
同
十
四
年
の
高
槻
町
に
お
け
る

選
挙
粛
正
運
動
関
連
の
行
政
文
書
や
ビ
ラ
な
ど
の
媒
体
物
を
綴
じ
て
お
り
、
興
味

深
い
資
料
で
あ
っ
た
。
続
い
て
は
、
高
槻
に
お
け
る
選
挙
粛
正
運
動
の
実
態
を
紹

介
し
た
い
。 

 
 一 

選
挙
粛
正
運
動
の
経
過
と
評
価 

 

普
通
選
挙
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
制
限
選
挙
で
常
態
化
し
て
い
た
買
収
や
贈

賄
な
ど
不
正
行
為
の
減
少
、
増
大
傾
向
に
あ
っ
た
選
挙
費
用
の
抑
制
が
実
現
し
、

選
挙
界
と
政
界
の
浄
化
に
繋
が
る
と
期
待
す
る
声
が
強
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
蓋

を
開
け
て
み
る
と
不
正
行
為
は
一
向
に
減
少
せ
ず
、
取
締
法
規
の
乱
用
な
ど
官
憲

に
よ
る
干
渉
も
増
し
た
た
め
、
一
般
大
衆
の
間
で
は
か
え
っ
て
選
挙
へ
の
不
信
感

が
強
ま
る
結
果
と
な
っ
た
。 

事
態
を
憂
慮
し
た
各
方
面
か
ら
、
選
挙
の
改
革
、
再
度
の
衆
議
院
議
員
選
挙
法

改
正
を
求
め
る
声
が
相
次
ぎ
、
浜
口
雄
幸
内
閣
時
代
の
昭
和
五
年(

一
九
三
〇)

に
選

挙
革
正
審
議
会
が
発
足
し
た
。
同
審
議
会
で
は
選
挙
権
の
拡
大
、
選
挙
の
公
営
化

や
選
挙
違
反
の
罰
則
強
化
と
い
っ
た
官
僚
管
理
の
拡
大
な
ど
を
主
眼
に
置
い
た
選 

            

挙
法
改
正
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
、
選
挙
の
革
正
を
目
的
と
す
る
団
体
の
設

立
が
答
申
さ
れ
、
国
民
に
立
憲
思
想
を
啓
発
す
る
団
体
、
政
治
教
育
と
密
接
に
関

係
す
る
団
体
へ
の
助
成
も
検
討
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
実
現
し
な
か
っ
た
。
続
く

犬
養
毅
内
閣
に
お
い
て
、
与
党
の
立
憲
政
友
会
に
置
か
れ
た
選
挙
法
改
正
委
員
会

で
は
、
選
挙
革
正
委
員
会
制
度
が
議
題
と
し
て
提
案
さ
れ
た
が
、
昭
和
七
年
の
五
・

一
五
事
件
で
犬
養
首
相
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
立
ち
消
え
と
な
っ
た(

１)

。 

こ
う
し
た
動
き
の
延
長
で
昭
和
十
年
五
月
八
日
、
岡
田
啓
介
内
閣
、
後
藤
文
夫

内
相
の
も
と
で
勅
令
と
し
て
選
挙
粛
正
委
員
会
令
が
公
布
さ
れ
た
。
直
後
に
斎
藤

実
前
首
相
を
会
長
と
す
る
半
官
半
民
の
選
挙
粛
正
中
央
連
盟
が
発
足
し
、
同
年
九

～
十
月
に
全
国
の
二
府
三
十
七
県
で
実
施
さ
れ
た
府
県
会
議
員
選
挙
に
合
わ
せ
、

同
連
盟
の
主
導
で
全
国
規
模
の
運
動
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
府
県
会
議
員
選
挙
で
行

わ
れ
た
の
が
第
一
次
選
挙
粛
正
運
動
で
、
翌
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日
の
第
十
九

回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
も
第
二
次
選
挙
粛
正
運
動
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。 

運
動
の
具
体
例
と
し
て
は
、
媒
体
物
や
講
演
会
に
よ
る
普
及
宣
伝
活
動
、
自
治

体
の
首
長
、
区
長
、
各
種
団
体
の
幹
部
な
ど
有
力
者
を
集
め
て
運
動
の
具
体
的
方

法
に
つ
い
て
協
議
し
た
市
町
村
懇
談
会
、
そ
し
て
市
町
村
懇
談
会
の
内
容
を
受
け

て
、
末
端
の
有
権
者
へ
の
啓
発
、
教
化
を
目
的
に
集
落
単
位
で
実
施
さ
れ
た
部
落

懇
談
会
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

選
挙
公
営
の
概
念
を
具
体
化
し
、
選
挙
運
動
に
対
す
る
制
限
を
強
化
し
た
点
で

現
代
の
選
挙
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
選
挙
粛
正
運
動
だ
が
、
そ
の

写真１  

『昭和十年七月 選挙粛正ニ関スル書類』 

(表紙。当館蔵) 
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評
価
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
多
く
の
先
行
研
究
で
は
、
選
挙
の
腐 

敗
防
止
を
目
指
し
た
が
、
時
代
と
と
も
に
政
党
の
政
治
活
動
の
牽
制
や
抑
圧
、
反

軍
・
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
思
想
や
運
動
の
弾
圧
に
目
的
を
変
え
た(

２)

、
最
終
的
に
翼

賛
運
動
に
帰
結
し
た(

３)

、
選
挙
運
動
を
抑
圧
す
る
仕
組
み
の
一
部
だ
っ
た(

４)

と
い

う
形
で
、
そ
の
後
の
国
家
総
動
員
体
制
を
は
じ
め
と
す
る
戦
時
体
制
と
の
関
連
で

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
言
論
戦
に
重
き
を
置
い
た
公
正
な
選
挙
戦
を

実
現
さ
せ
た
と
の
評
価(

５)

も
あ
る
。 

ま
た
、
軍
部
の
意
向
を
受
け
た
在
郷
軍
人
会
が
協
力
し
た
例(

６)

や
、
当
時
選
挙

権
が
な
か
っ
た
女
性
の
動
員
、
協
力
に
触
れ
た
研
究(

７)

も
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

二 

高
槻
町
に
お
け
る
選
挙
粛
正
運
動
の
概
況 

 

選
挙
粛
正
委
員
会
令
の
制
定
後
、
高
槻
町
で
も
府
知
事
か
ら
嘱
託
さ
れ
た
委
員

二
十
九
名
に
よ
る
選
挙
粛
正
委
員
会
が
昭
和
十
年(

一
九
三
五)

七
月
に
発
足
し
た
。

九
月
二
十
五
日
の
府
会
議
員
選
挙
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
第
一
次
選
挙
粛
正
運
動

の
実
績
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
五
日
付(

８)

で
礒
村
彌
右
衛
門
高
槻
町
長
か
ら
大

阪
府
総
務
部
長
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

報
告
で
は
、
後
述
の
講
演
会
の
出
席
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
部
落

懇
談
会
や
神
前
祈
願
祭
の
実
施
を
見
送
っ
た
と
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
有
権
者

へ
の
選
挙
教
育
が
不
十
分
な
点
も
指
摘
さ
れ
、
効
果
的
な
対
策
と
し
て
投
票
日
直

前
ま
で
に
講
演
会
や
ビ
ラ
に
よ
る
宣
伝
を
行
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
有
権
者
の

ほ
か
、
青
年
学
校
生
徒
、
青
年
団
員
に
対
す
る
教
育
の
重
要
性
に
も
触
れ
て
い
る
。 

こ
の
ほ
か
、
議
員
候
補
者
や
推
薦
者
か
ら
有
権
者
に
宛
て
た
文
書
に
到
底
実
行

で
き
な
い
施
政
方
針
が
掲
載
さ
れ
、
選
挙
民
を
誘
惑
さ
せ
て
い
る
と
い
う
記
載
も

あ
り
興
味
深
い
。 

肝
心
の
運
動
の
効
果
と
し
て
は
、
選
挙
費
用
は
激
減
、
違
反
者
数
も
減
っ
た
が
、

厳
重
な
取
締
り
を
恐
れ
た
の
か
棄
権
率
は
従
来
よ
り
や
や
高
い
十
七
％(

９)

に
の
ぼ

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

府
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
を
受
け
、
十
月
七
日
に
茨
木
町
の
旧
三
島
郡
役
所
で

開
か
れ
た
三
島
郡
町
村
長
会
の
総
会
で
は
、「
府
議
選
で
の
粛
正
取
締
り
の
行
過
ぎ

に
猛
省
を
促
す
」
旨
決
議
が
な
さ
れ
た
。
当
時
の
同
会
会
長
は
礒
村
高
槻
町
長
で

あ
る
。
背
景
に
は
、
選
挙
粛
正
運
動
下
で
初
の
選
挙
と
な
っ
た
府
会
議
員
選
挙
で

は
警
察
の
取
締
り
に
力
が
入
り
、
特
に
饗
応
・
買
収
な
ど
を
当
然
と
し
て
い
た
既

成
保
守
党
派
へ
の
風
当
た
り
が
強
く
、
結
果
的
に
そ
れ
ら
と
の
繋
が
り
が
強
か
っ

た
町
村
当
局
を
刺
激
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う(

10)

。 

さ
て
、
昭
和
十
一
年
～
十
二
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
樫
田
村
を
除
く

現
在
の
高
槻
市
域(

大
阪
府
第
五
区)

に
お
い
て
社
会
大
衆
党
票
が
二
〇
・
二
％
か
ら

二
八
・
二
％
に
増
加
、
立
憲
民
政
党
・
立
憲
政
友
会
票
は
七
九
・
八
％
か
ら
六
八
・

四
％
に
減
少
し
て
お
り
、
既
成
二
大
政
党
の
後
退
、
無
産
政
党
の
躍
進
と
い
う
同

時
代
の
全
国
的
な
傾
向
が
み
ら
れ
た(

11)

。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
「
高
槻
市
史
」

は
無
産
政
党
の
躍
進
を
、
各
戸
に
半
ば
投
票
が
強
要
さ
れ
る
よ
う
な
棄
権
防
止
運

動
の
な
か
で
、
民
衆
が
見
せ
た
精
一
杯
の
反
応
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
運

動
が
民
衆
の
自
覚
的
協
力
を
獲
得
で
き
ず
、
体
制
へ
の
抵
抗
力
を
失
い
つ
つ
あ
る

民
衆
が
無
産
政
党
に
期
待
を
寄
せ
る
し
か
な
か
っ
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
も

し
て
い
る(

12)

。 

こ
の
無
産
政
党
の
躍
進
が
、
昭
和
三
年
の
新
京
阪
鉄
道(

現
阪
急
京
都
線)

開
業
、

そ
し
て
同
六
年
の
町
村
合
併
に
よ
る
大
高
槻
町
発
足
に
よ
り
進
ん
だ
市
街
化
と
直

接
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
回
参
照
し
た
資
料
で
は
充
分
に
読

み
取
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
選
挙
粛
正
運
動
に
際
し
て

地
域
単
位
で
実
施
さ
れ
た
部
落
懇
談
会
の
参
加
率
が
、
旧
来
の
農
村
集
落
で
は
高

か
っ
た
の
に
対
し
、
新
興
の
市
街
地
で
は
伸
び
悩
ん
で
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
り
、

興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

 

三 

資
料
に
見
る
高
槻
町
の
選
挙
粛
正
運
動 

  

本
章
で
は
、「
昭
和
十
年
七
月 

選
挙
粛
正
ニ
関
ス
ル
書
類
」
か
ら
選
挙
粛
正
運

動
に
関
す
る
資
料
を
紹
介
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
活
動
実
績
を
大
阪
府
に
報
告
す

る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
資
料
が
現
存
す
る
。 

 (

１)
選
挙
粛
正
運
動
初
期
の
講
演
会 

昭
和
十
年(
一
九
三
五)

七
月
十
二
日
に
大
阪
市
中
央
公
会
堂
で
府
市
町
村
選
挙

粛
正
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
阪
府
で
も
選
挙
粛
正
運
動
が
本
格
的
に
始
ま
っ

た
。
同
月
か
ら
は
府
内
各
地
で
選
挙
に
関
す
る
弊
害
の
防
止
、
公
正
な
選
挙
観
念  

の
普
及
、
そ
の
他
選
挙
粛
正
の
徹
底
を
図
る
べ
く
、
府
と
区
町
村
が
共
同
で
主
催  
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す
る
選
挙
粛
正
講
演
会
が 

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ 

た
。 高

槻
町
で
も
、
同
十
七

日
午
後
七
時
よ
り
高
槻
尋

常
小
学
校(

写
真
２)

講
堂

で
選
挙
粛
正
講
演
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
粛

正
委
員
、
町
会
議
員
、
区

長
、
小
学
校
、
青
年
団
、

在
郷
軍
人
分
会
、
会
社
、

工
場
に
宛
て
た
通
知
文
や

参
加
呼
び
掛
け
の
ビ
ラ
が

残
さ
れ
て
い
る
。 

ビ
ラ
に
は
、
余
興
と
し

て
吉
本
興
業(

13)

に
よ
る

浪
花
節
や
万
才(

漫
才)

が

催
さ
れ
る
と
あ
り
、
少
し

で
も
多
く
の
町
民
に
選
挙

の
粛
正
に
関
心
を
持
ち
、 

講
演
会
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
の
狙
い
か
ら
あ
の
手
こ
の
手
で
動
員
を
図
っ
た
様

子
が
伺
え
る
。
た
だ
、
実
施
後
の
報
告
で
は
、
来
場
者
数
は
思
い
の
ほ
か
少
な
く
、

し
か
も
大
部
分
が
余
興
目
当
て
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
今
後
さ
ら
な
る
出
席
の
勧

誘
が
必
要(

14)

で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
同
十
八
日
に
は
府
と
三
島
郡
各
町
村
に
よ
る
選
挙
粛
正
大
講
演
会

が
茨
木
尋
常
小
学
校
で
開
か
れ
た
。
八
月
六
日
か
ら
十
二
日
に
は
島
本
村
尋
常
小

学
校
、
芥
川
尋
常
小
学
校
、
清
水
尋
常
小
学
校(

清
水
信
用
組
合
と
す
る
資
料
も
あ

り)

、
五
領
村
尋
常
小
学
校
、
磐
手
尋
常
小
学
校
、
西
天
川
信
用
組
合
、
高
槻
町
役

場
で
、
高
槻
警
察
署
主
催
、
内
務
省
と
大
阪
府
警
察
部
が
後
援
し
た
選
挙
犯
罪
予

防
講
演
会
が
順
次
実
施
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
実
施
計
画
表
に
よ
る
と
、
後
者

で
は
選
挙
犯
罪
取
締
り
の
方
針
、
選
挙
犯
罪
の
防
止
へ
の
協
力
呼
び
か
け
、
選
挙

法
令
改
正
の
要
点
な
ど
が
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。 

(

２)

演
説
・
講
演
の
レ
コ
ー
ド 

運
動
の
趣
旨
や
目
的
を
大
衆
に
理
解
さ
せ
る
た
め
、
選
挙
粛
正
中
央
連
盟
や
自

治
体
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
レ
コ
ー
ド
、
さ
ら
に
は
歌
謡
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
媒

体
物
を
制
作
し
た
。
以
下
で
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

ま
ず
紹
介
す
る
の
が
、
運
動
を
推
進
し
て
い
た
政
治
家
、
思
想
家
の
講
演
を
収

録
し
た
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。
昭
和
十
年(

一
九
三
五)

八
月
九
日
付(

15)

で
大
阪
府
総

務
部
長
か
ら
各
町
村
長
に
宛
て
た
「
選
挙
粛
正
ニ
関
ス
ル
レ
コ
ー
ド
送
付
ノ
件
」

に
は
、
永
田
秀
次
郎
元
東
京
市
長
「
選
挙
粛
正
に
就
い
て
」
、
田
澤
義
鋪(

16)

「
国

家
の
為
に
我
々
の
為
に
」
、
斎
藤
実
選
挙
粛
正
中
央
連
盟
会
長(

元
首
相)

「
憲
政
の

一
新
」
、
丸
山
鶴
吉(

17)

「
正
し
い
選
挙
を
」
、
岡
田
啓
介
首
相
「
愛
国
の
熱
誠
に
想

ふ
」
、
後
藤
文
夫
内
相
「
政
治
道
義
の
確
立
」
の
各
演
説
を
収
録
し
た
レ
コ
ー
ド
三

種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

加
え
て
、
安
井
英
二
大
阪
府
知
事
の
演
説
「
正
し
い
選
挙
と
楠
公
の
精
神
」
を

収
録
し
た
レ
コ
ー
ド
の
解
説
書
も
当
館
に
現
存
す
る
。
昭
和
十
年
当
時
は
楠
木
正

成(

楠
公)

が
湊
川
の
戦
い
で
戦
死
し
て
六
百
年
目
と
あ
り
、
大
阪
府
や
兵
庫
県
な
ど

各
地
で
顕
彰
行
事
が
催
さ
れ
て
い
た
。
安
井
知
事
は
講
演
で
楠
木
正
成
の
忠
勇
義

烈
の
精
神
を
引
用
し
、
選
挙
が
忠
君
愛
国
の
務
め
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
運
動

や
投
票
に
臨
む
よ
う
訴
え
か
け
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
レ
コ
ー
ド
は
国
勢
調
査
宣
伝

講
演
会
や
後
述
の
部
落
懇
談
会
で
流
さ
れ
、
参
加
者
一
同
が
熱
心
に
聴
取
し
て
い 

た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 

(

３)

ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
な
ど
の
印
刷
物 

レ
コ
ー
ド
と
並
ん
で
啓
発
活
動
に
用

い
ら
れ
た
の
が
印
刷
物
で
、
ビ
ラ
や
ポ

ス
タ
ー(

写
真
３)

、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
残

っ
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
有
権
者

に
自
覚
を
促
す
呼
び
掛
け
や
、
立
候
補

届
出
前
の
選
挙
活
動
の
禁
止
、
選
挙
ブ

ロ
ー
カ
ー
に
利
用
さ
れ
な
い
こ
と
、
買

収
、
饗
応
、
戸
別
訪
問
な
ど
の
選
挙
犯

罪
の
防
止
、
棄
権
の
防
止
、
選
挙
の
取

締
り
な
ど
に
関
す
る
官
憲
の
不
公
正
な 

写真２ 当時の高槻尋常小学校の講堂・校舎 

(『第九大区第二小区第一番小学校 100 年誌』、1973 年) 
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行
為
を
見
か
け
た

際
は
遠
慮
な
く
申

し
出
る
こ
と
な
ど

の
文
言
が
記
さ
れ

て
い
た
。 

こ
の
ほ
か
、
大

阪
府
に
よ
る
「
選

挙
粛
正 

赤
心
一

票 

忠

義

の

心 

選
挙
に
う
つ
せ
」 

の
標
語
入
り
の
セ
ロ
フ
ァ
ン
製
ポ
ス
タ
ー(

写
真
４)

も
現
存
す
る
。 

 
 

 

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
計
一
万
八
千
枚
が
印
刷
さ
れ
、
昭
和
十
年(

一
九
三
五)

九
月
十

二
日
よ
り
府
内
の
官
公
庁
、
会
社
、
工
場
、
電
車
内
な
ど
の
ガ
ラ
ス
窓
に
貼
付
さ

れ
た
。 

ま
た
、
高
槻
町
は
府
会
議
員
選
挙
直
前
の
昭
和
十
年
九
月
二
十
日
か
ら
二
十
四

日
に
、
有
権
者
に
日
替
わ
り
で
計
五
種
類
の
ビ
ラ
を
配
布
し
た
。
ビ
ラ(

写
真
５
～

９)

に
は
「
厳
し
い
取
締
り
を
恐
れ
て
棄
権
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
」
、
「
投
票
権
は 

誠
心
の
義
務
で
あ
る
」
、
「
正
し
か
ら
ぬ
投
票
又
は
棄
権
は
天
に
唾
す
る
に
」
な
ど

の
文
言
が
入
っ
て
い
る
。
投
票
五
日
前
よ
り
有
権
者
に
日
替
わ
り
で
五
種
類
の
ビ

ラ
を
配
布
す
る
手
法
は
、
翌
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
も
踏
襲
さ
れ
た
。 

            

           
           

   (
４)

選
挙
粛
正
絵
ば
な
し 

選
挙
粛
正
中
央
連
盟
は
有
権
者
や
そ
の
家
族
向
け
の
印
刷
物
を
各
種
頒
布
し
た

が
、
そ
の
一
つ
が
昭
和
十
年(

一
九
三
五)

九
月
一
日
発
行
の
「
選
挙
粛
正
絵
ば
な
し
」

(

写
真
１０)
で
あ
る
。
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
カ
ラ
ー
刷
り
全
十
二
ペ
ー
ジ
で
、
天
皇
制

と
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
、
天
照
大
神
の
神
話
、
爆
弾
三
勇
士(

18)

な
ど
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
、
有
権
者
に
現
在
の
選
挙
の
問
題
点
と
選
挙
が
正
し
く
行
わ
れ
る

こ
と
の
重
要
性
、
選
挙
粛
正
運
動
と
は
何
か
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
運
動
へ 

写真４  

大阪府のセロファン製ポスター 

(当館蔵) 

写真５ 府会議員選挙直前に配布 

されたビラ１ (当館蔵) 

写真６ 同２(当館蔵) 

写真７ 同３(当館蔵) 

写真８ 同４(当館蔵) 

写真９ 同５(当館蔵) 
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の
協
力
を
訴
え
か
け
た
。 

最
終
頁
に
は
「(

投
票
は)

立
憲
国
民
の

厳
粛
な
務
め
」
、「(

天
皇)

陛
下
が
、
お
前

は
誰
を
代
表
者
に
選
ぶ
の
か
と
の
有
難

き
御
下
問
に
お
答
へ
申
上
げ
る
の
と
少

し
も
変
り
は
な
い
」
、
「
あ
な
た
の
一
票

が
、
若
し
も
汚
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

あ
ゝ
、
あ
な
た
は
不
忠
の
臣
で
す
。
非

国
民
で
す
。
誓
っ
て
投
票
の
神
聖
を
守

り
ま
う(

原
文
マ
マ)

。
」
の
文
言
が
あ
り
、

国
民
規
模
の
一
大
教
化
運
動
だ
っ
た
選

挙
粛
正
運
動
の
性
格
を
示
し
て
い
る
。 

 
(

５)

年
賀
状
と
選
挙
粛
正
標
語 

選
挙
粛
正
中
央
連
盟
は
、
昭
和
十
一

年(
一
九
三
六)

の
年
賀
状
に
選
挙
粛
正

の
標
語
を
入
れ
る
運
動
も
実
施
し
て
お

り
、
同
連
盟
か
ら
全
国
の
市
区
町
村
長

へ
の
依
頼
文
や
大
阪
府
総
務
部
長
か
ら

の
通
牒(

19)

、
礒
村
高
槻
町
長
名
の
通

知(

20)

が
残
っ
て
い
る
。
高
槻
町
長
名

の
通
知
文
に
は
、
前
年
秋
に
府
県
会
議

員
選
挙
を
実
施
し
た
府
県
の
一
等
当
選

選
挙
粛
正
標
語
が
刷
ら
れ
て
い
る
。
大

阪
府
の
も
の
は
、
先
述
の
ポ
ス
タ
ー
に

も
み
ら
れ
た
「
忠
義
の
心 

選
挙
に
う

つ
せ
」
で
あ
っ
た
。  

あ
わ
せ
て
、
同
連
盟
か
ら
内
務
省
、

大
阪
府
を
通
し
て
年
賀
状
用
絵
葉
書

(

写
真
１１)

が
計
三
種
類
送
付
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
選
挙
粛
正
を
Ｐ
Ｒ
す
る

図
案
で
、
適
宜
先
述
の
標
語
を
入
れ
て 

使
用
せ
よ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 (

６)

そ
の
ほ
か
の
啓
発
活
動 

ま
た
、
大
阪
府
か
ら
横
断
幕
が
送
付
さ
れ
、
新
京
町(

現
高
槻
セ
ン
タ
ー
街)

な
ど

に
掲
出
さ
れ
た
と
い
う(

21)

。 

こ
の
ほ
か
、
選
挙
粛
正
運
動
に
関
す
る
唱
歌
や
童
謡
、
浪
曲
も
作
ら
れ
、
歌
詞

カ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。
唱
歌
は
「
選
挙
粛
正
の
歌
」
、
童
謡
は
「
選
ぼ
う
よ
、
み

ん
な
」
と
い
う
題
で
、
い
ず
れ
も
山
田
耕
作(

耕
筰)

作
曲
、
北
原
白
秋
作
詞
で
あ
っ

た
。
両
曲
の
普
及
は
、
選
挙
粛
正
の
み
な
ら
ず
政
治
教
育
上
大
き
な
効
果
を
も
た

ら
す
と
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
府
総
務
部
長
か
ら
各
市
町
村
長
に
、
ま
た
高
槻
町
長

か
ら
町
内
の
区
長
、
選
挙
粛
正
委
員
、
各
種
団
体
長
に
宛
て
て
、
各
家
庭
で
普
及

を
図
っ
て
欲
し
い
、
児
童
に
教
授
し
て
欲
し
い
旨
の
通
牒(

22)

が
出
さ
れ
て
い
る
。

浪
曲
は
明
三
養
と
須
永
喜
城
が
共
作
、
吉
村
盛
太
郎
が
歌
う
も
の
で
、
表
題
は
「
國

の
光
」
だ
っ
た
。 

こ
う
し
た
公
式
の
楽
曲
と
は
別
に
、
町
内
の
一
選
挙
粛
正
委
員
が
選
挙
粛
正
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
詞
に
し
た
都
々
逸
や
、
大
正
時
代
の
俗
謡
「
鴨
緑
江
節
」
の
替
え

歌
の
歌
詞
を
、
高
槻
町
長
に
送
付
す
る
と
い
う
出
来
事
も
あ
っ
た
。 

そ
し
て
昭
和
十
一
年(

一
九
三
六)

二
月
二
十
日
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票
日
の

正
午
に
は
有
権
者
に
注
意
を
促
す
べ
く
、
町
内
の
四
つ
の
会
社
、
工
場
の
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
さ
せ
た
ほ
か
、
六
十
五
ヶ
所
の
寺
院
の
梵
鐘
や
太
鼓
を
鳴
ら
し
た(

23)

と
い
う
。
高
槻
尋
常
小
学
校
で
も
、
午
前
七
時
と
正
午
に
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
が
行

わ
れ
た
記
録(

24)

が
あ
る
。
こ
の
結
果
、
同
選
挙
の
午
後
の
投
票
率
は
そ
れ
以
前
の

選
挙
と
比
べ
て
高
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

四 

高
槻
町
に
お
け
る
部
落
懇
談
会
の
概
況 

 
選
挙
粛
正
運
動
の
な
か
で
中
心
と
位
置
付
け
ら
れ
、
か
つ
最
も
効
果
的
と
さ
れ

た
活
動
が
部
落
懇
談
会
で
あ
っ
た
。 

高
槻
町
で
は
第
二
次
選
挙
粛
正
運
動
下
の
昭
和
十
一
年(

一
九
三
六)

一
月
八
日

か
ら
二
十
三
日
に
、
地
域
ご
と
に
計
三
十
三
回
の
部
落
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
た(
25)

。
同
年
一
月
四
日
付
の
開
催
通
知(

26)

に
は
、
懇
談
会
の
具 

体
的
な
流
れ(

表
１)
と
と
も
に
、
有
権
者
は
も
と
よ
り
そ
の
家
族
に
至
る
ま
で
、
選 

写真 10 選挙粛正絵ばなし(当館蔵) 写真 11 年賀状用絵葉書計三種 (当館蔵) 
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挙
粛
正
を
徹
底
さ
せ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。 

開
催
通
知
は
区
長
や
選
挙
粛
正
委
員
の
ほ
か
、
青
年
団
や
処
女
会(

27)

、
婦
人
会

に
も
送
付
さ
れ
て
お
り
、
当
時
選
挙
権
の
な
か
っ
た
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

の
男
性
、
そ
し
て
女
性
も
運
動
に
動
員
し
、
有
権
者
の
意
識
向
上
に
繋
げ
る
狙
い

が
伺
え
る
。「
選
挙
粛
正 

婦
人
内
助
の
力
で 

投
票
の
売
買
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う 

棄
権
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
の
文
言
入
り
の
愛
国
婦
人
会
の
ビ
ラ(

写
真
１２)

も
、
女
性
の
動
員
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

懇
談
会
に
は
、
原
則
と
し
て
高
槻
町
の
吏
員
一
～
六
名
の
ほ
か
、
大
阪
府
の
吏

員
一
名
が
派
遣
さ
れ
て
い
た(

28)

。
ま
た
、
高
槻
警
察
署
長
宛
に
警
察
官
の
臨
場
依

頼
も
行
わ
れ
て
い
る
。
終
盤
に
は
氏
神
の
神
前
な
ど
神
聖
な
場
所
で
有
権
者
に
よ

る
宣
誓
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
署
名
さ
れ
た
宣
誓
書(

写
真
１３)

が
残
る
。 

主
催
者
側
の
目
論
見
と
は
裏
腹
に
、
実
際
の
懇
談
会
で
は
思
い
の
ほ
か
出
席
率

が
伸
び
悩
む
例
も
多
か
っ
た
。
「
選
挙
粛
正
部
落
懇
談
会
状
況
調
」
に
よ
る
と
、
た

と
え
ば
一
月
八
日
に
上
田
部
地
域(

省
線(

現
Ｊ
Ｒ)

以
北)

と
高
槻
地
域(

新
川
ノ

町
・
川
ノ
町
以
北)

を
対
象
に
行
わ
れ
た
回
で
は
、
両
地
域
の
戸
数
が
八
百
十
八
の

と
こ
ろ
出
席
者
数
は
僅
か
五
名
に
留
ま
っ
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
同
十
四
日
に
津
之
江
地
域
を
対
象
に
行
わ
れ
た
回(

七
十
七
戸
か

ら
四
十
三
名
が
出
席)

、
同
十
七
日
に
庄
所
地
域
を
対
象
に
行
わ
れ
た
回(

三
十
五
戸

か
ら
二
十
三
名
が
出
席)

な
ど
、
全
戸
数
の
半
数
以
上
に
あ
た
る
人
数
が
参
加
し
た

例
も
あ
り
、
懇
談
会
へ
の
取
り
組
み
方
は
地
域
に
よ
り
温
度
差
が
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
昭
和
六
年
の
町
村
合
併
以
前
の
高
槻
町
域
、

芥
川
町
域
な
ど
当
時
市
街
化
し
て
い
た
地
域
で
は
出
席
率
が
伸
び
悩
み
、
逆
に
古

く
か
ら
の
農
村
集
落
で
は
比
較
的
高
い
出
席
率
を
記
録
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

懇
談
会
は
本
来
町
内
全
域
で
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
同
二
十
一
日
に
衆

議
院
が
解
散
さ
れ
、
翌
二
十
二
日
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
告
示
さ
れ
て
か
ら
は

選
挙
運
動
と
疑
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
同
二
十
三
日
実
施
予
定
の
大
塚

町
と
番
田
地
域
を
対
象
と
す
る
回
は
中
止
と
な
っ
た
。
高
槻
町
役
場
か
ら
は
二
月

一
日
付
で
両
地
域
の
有
権
者
に
宛
て
、
懇
談
会
が
中
止
さ
れ
た
経
緯
の
説
明
と
投

票
の
呼
び
掛
け
を
兼
ね
た
文
書
が
送
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
回
の
選
挙
で
特
に

棄
権
の
多
か
っ
た
地
域
に
注
意
を
促
す
動
き
も
あ
っ
た(

29)

。 
 

五 
選
挙
粛
正
運
動
に
お
け
る
小
学
生
の
動
員 

 

最
後
に
興
味
深
い
事
項
と
し
て
、
小
学
生
の
動
員
を
紹
介
す
る
。
児
童
を
対
象

と
す
る
選
挙
啓
発
活
動
と
し
て
は
、
現
在
で
も
自
治
体
の
選
挙
管
理
委
員
会
や(

公

財)

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
に
よ
り
、
標
語
や
絵
画
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
催
さ
れ
て
い

一
　
着
席
　
一
同
敬
礼

二
　
皇
大
神
宮

(

伊
勢
神
宮

)

及
び
皇
居
遥
拝

三
　
君
が
代
合
唱

四
　
開
会
の
辞

(

町
長
ま
た
は
そ
の
代
理
者

)

五
　
大
阪
府
知
事
吹
き
込
み
レ
コ
ー

ド

六
　
講
師
挨
拶

（
約
三
十
分

）

七
　
懇
談

（
約
一
時
間

）

八
　
宣
誓
署
名

九
　
一
同
敬
礼
　
閉
会

表１  

部落懇談会の具体的な流れ 

写真 12  

愛国婦人会のビラ 

(当館蔵) 

写真 13 宣誓書(当館蔵) 
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写真 14  

高槻小学校少年団が配布したビラ(当館蔵) 

る
が
、
選
挙
粛
正
運
動
で

も
小
学
生
の
動
員
が
あ
っ

た
。
先
述
し
た
婦
人
の
動

員
同
様
、
選
挙
粛
正
運
動

が
選
挙
権
の
な
い
層
も
巻

き
込
み
、
国
民
規
模
の
教

化
運
動
と
し
て
行
わ
れ
た

実
態
を
示
し
て
い
る
。 

た
と
え
ば
、
昭
和
十
年

(

一
九
三
五)

九
月
二
十
日

付(

30)

で
大
阪
府
総
務
部

長
か
ら
各
選
挙
粛
正
委
員
、

各
道
府
県
総
務
部
長
、
各

市

区

町

村

長

に

宛

て

た

「
八
月
二
十
日
以
降
ニ
於

ケ

ル

府

粛

正

運

動

ノ

概

況
」
に
は
、
「
小
学
校
児
童

ニ
依
ル
運
動
」
と
し
て
、
児
童
を
対
象
に
選
挙
粛
正
に
関
す
る
標
語
の
習
字
、
選

挙
粛
正
に
因
ん
だ
課
題
図
書
や
作
文
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
と
あ

る
。
ま
た
、
学
校
長
宛
に
選
挙
棄
権
防
止
に
関
す
る
通
牒
が
出
さ
れ
、
教
職
員
は

も
と
よ
り
、
児
童
生
徒
を
通
し
て
棄
権
が
不
実
の
行
為
で
あ
る
旨
を
徹
底
さ
せ
る

動
き
も
あ
っ
た
。 

翌
年
一
月
二
十
五
日
の
選
挙
粛
正
強
調
日
に
際
し
て
は
、
同
二
十
三
日
付
で
礒

村
高
槻
町
長
よ
り
各
小
学
校
長
に
宛
て
て
、
児
童
に
対
し
て
選
挙
粛
正
に
関
す
る

講
話
を
実
施
し
、
児
童
を
通
し
て
有
権
者
に
選
挙
粛
正
の
趣
旨
を
徹
底
さ
せ
る
旨

の
依
頼
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
迎
え
た
二
月
二
十
日
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票
日
に
は
、
町
内
の
尋

常
小
学
校
五
校
で
児
童
に
よ
る
少
年
団
を
動
員
し
た
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。
児
童

た
ち
は
当
日
午
前
六
時
三
十
分
に
教
員
の
引
率
で
神
社
に
参
拝
し
た
後
、
三
年
生

以
上
の
児
童
が
作
成
し
た
選
挙
粛
正
の
ポ
ス
タ
ー
を
電
柱
、
住
宅
の
隙
間
な
ど
に

掲
示
し
、
続
い
て
父
兄
を
含
む
有
権
者
に
棄
権
防
止
の
ビ
ラ(

写
真
１４)

を
配
布
し
た
。  

午
前
九
時
に
は
各
校
の
校
庭
で
国
旗
掲
揚
と
国
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
、
校
長
か
ら

棄
権
防
止
や
特
別
投
票(

31)

な
ど
選
挙
に
関
す
る
訓
話
が
あ
っ
た
。
正
午
の
休
憩
時

間
に
は
、
児
童
各
自
が
父
兄
に
投
票
を
済
ま
せ
た
か
否
か
を
確
認
す
る
場
面
も
あ

っ
た
。
他
に
も
、
投
票
を
済
ま
せ
て
い
な
い
有
権
者
の
も
と
に
赴
い
て
、
投
票
を

勧
誘
し
た
事
例
も
記
録
さ
れ
て
い
る(

32)

。 

こ
う
し
た
一
連
の
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、
高
槻
町
内
の
棄
権
率
は
前
年
の
府
会 

議
員
選
挙
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
十
六
・
七
％
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う(

33)

。 

な
お
、
こ
の
活
動
は
「
選
挙
粛
正
美
談
」
と
し
て
、
昭
和
十
一
年
三
月
二
日
付(

34)

で
礒
村
高
槻
町
長
か
ら
大
阪
府
総
務
部
長
宛
に
報
告
さ
れ
た
。 

 

六 

お
わ
り
に 

 

大
阪
府
の
選
挙
粛
正
運
動
は
、
そ
の
後
昭
和
十
四
年(

一
九
三
九)

九
月
の
府
議

会
議
員
選
挙
で
実
施
さ
れ
た
府
会
議
員
選
挙
報
国
運
動
に
引
き
継
が
れ
た
。
従
来

の
市
区
町
村
選
挙
粛
正
委
員
会
は
こ
の
時
廃
止
さ
れ
、
そ
の
機
能
は
市
町
村
自
治

振
興
委
員
会
ま
た
は
経
済
更
生
委
員
会
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。 

自
治
振
興
運
動
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動
の
一
内
容
と
さ
れ
た
府
会
議
員
選
挙

報
国
運
動
も
、
選
挙
粛
正
運
動
同
様
、
官
民
一
体
で
選
挙
違
反
や
棄
権
の
防
止
を

呼
び
掛
け
る
も
の
だ
っ
た
。 

戦
時
下
の
昭
和
十
七
年(

一
九
四
二)

に
な
る
と
、
府
会
議
員
選
挙
報
国
運
動
、

他
府
県
の
選
挙
粛
正
運
動
と
も
発
展
的
解
消
を
遂
げ
、
翼
賛
選
挙
貫
徹
運
動
に
移

っ
た
。
同
年
の
第
二
十
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
候
補
者
推
薦
制
が
実
施
さ

れ
た
が
、
類
似
の
制
度
は
選
挙
粛
正
運
動
下
で
も
一
部
の
地
方
選
挙
で
実
施(

35)

さ
れ
て
お
り
、
国
政
選
挙
レ
ベ
ル
で
も
志
向
さ
れ
て
い
た
と
い
う(

36)

。 

当
館
に
は
、
翼
賛
選
挙
や
終
戦
直
後
の
選
挙
な
ど
、
選
挙
粛
正
運
動
以
降
の
選

挙
に
関
す
る
資
料
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
と
も
調
査
を
進
め
た
い
。 

  

【
註
】 

(

１)

杣
正
夫
『
日
本
選
挙
制
度
史
―
普
通
選
挙
か
ら
公
職
選
挙
法
ま
で
』(

九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八

六
年)

。 
(

２)

粟
屋
憲
太
郎
「
１
９
３
６
，
３
７
年
総
選
挙
に
つ
い
て
」(

『
日
本
史
研
究
』
１
４
６
号
、
一
九
七

四
年
、
日
本
史
研
究
会)

。 
(

３)

註(

１)

。 
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発
行
日 
二
〇
一
七
年
三
月
十
八
日 

編
集
・
発
行 

高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館 

大
阪
府
高
槻
市
城
内
町
一
番
七
号
・
℡
〇
七
二(

六
七
三)

三
九
八
七 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
高
槻
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
歴
史
館
」
内
で
掲
載 

http://w
w

w.city.takatsuki.osaka.jp/rekishi_kanko/rekishi/
rekishikan/chosa/shiroato/shiroato_dayori/index.htm

l 

 (

４)

斎
藤
鳩
彦
『
選
挙
運
動
抑
圧
法
制
の
思
想
と
構
造
』(

日
本
評
論
社
、
一
九
七
五
年)

。 
(

５)

坂
本
健
蔵
「
粛
正
選
挙
と
与
党
系
新
人
の
進
出
―
昭
和
12
年
総
選
挙
時
の
石
川
県
第
1
区
を
中
心

に
―
」(

『
選
挙
研
究
』
第
14
号
、
一
九
九
九
年
、
日
本
選
挙
学
会)

。 
(

６)
註(
２)

、
須
崎
慎
一
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代 

天
皇
制
・
軍
部
・
戦
争
・
民
衆
』(

大
月

書
店
、
一
九
九
八
年)

な
ど
。 

(

７)

菅
原
和
子
『
市
川
房
枝
と
婦
人
参
政
権
獲
得
運
動 

模
索
と
葛
藤
の
政
治
史
』(

世
織
書
房
、
二
〇

〇
二
年)
、
山
崎
裕
美
「
女
性
の
政
治
参
加
と
選
挙
粛
正
運
動
―
国
民
教
化
の
側
面
か
ら
」(

『
法
学

会
雑
誌
』
48(
2)
号
、
二
〇
〇
七
年
、
首
都
大
学
東
京)

。 
(

８)

『
選
挙
粛
正
運
動
ノ
実
績
等
ニ
関
ス
ル
件
』
大
阪
府
三
島
郡
高
槻
町
長 

礒
村
彌
右
衛
門(

昭
和
十

年
十
月
五
日
付
高
庶
第
二
七
二
二
号)

。 
(

９)

山
中
永
之
佑｢

選
挙
粛
正
運
動
と
住
民
の
動
向｣

(

『
高
槻
市
史
』
第
二
巻
本
編
Ⅱ
、
一
九
八
四
年)

。 

(

10)

註(

９)

。 
(

11)

註(

９)

。 
(

12)

山
中
永
之
佑｢

選
挙
粛
正
か
ら
選
挙
報
国
へ｣

(

『
高
槻
市
史
』
第
二
巻
本
編
Ⅱ
、
一
九
八
四
年)

。 

(

13)

ビ
ラ
に
あ
っ
た
手
書
き
メ
モ
に
、
「
吉
本
興
行
部
」
の
文
字
が
あ
っ
た
た
め
判
明
。 

(

14)

註(

８)

。 
(

15)

『
選
挙
粛
正
ニ
関
ス
ル
レ
コ
ー
ド
送
付
ノ
件
』
大
阪
府
総
務
部
長(

昭
和
十
年
八
月
九
日
付
地
第
二

二
四
四
号)

。 

(

16)

明
治
十
八
年(

一
八
八
五)

～
昭
和
十
九
年(

一
九
四
四)
。
佐
賀
県
出
身
の
内
務
官
僚
、
貴
族
院
議

員
、
社
会
教
育
家
、
思
想
家
。
青
年
団
運
動
と
選
挙
粛
正
運
動
に
尽
力
。 

(

17)

明
治
十
六
年(

一
八
八
三)

～
昭
和
三
十
一
年(

一
九
五
六)
。
広
島
県
出
身
の
内
務
官
僚
。
警
視
総

監
、
宮
城
県
知
事
、
東
北
地
方
総
監
な
ど
を
歴
任
。 

(

18)

昭
和
七
年(

一
九
三
二)

の
第
一
次
上
海
事
変
で
敵
陣
突
破
の
際
、
爆
発
に
巻
き
込
ま
れ
戦
死
し
た

江
下
武
二
、
北
川
丞
、
作
江
伊
之
助
の
陸
軍
一
等
兵
三
名
。
そ
の
壮
烈
な
最
期
は
新
聞
各
紙
で
美

談
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
こ
と
で
社
会
現
象
化
し
、
教
科
書
や
映
画
、
演
劇
、
音
楽
、
漫
画
、
広
告

な
ど
の
題
材
に
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 

(

19)

『
新
年
賀
状
用
絵
葉
書
送
付
ノ
件
』
大
阪
府
総
務
部
長(

昭
和
十
年
十
二
月
十
六
日)
。 

(

20)

『
年
賀
状
に
選
挙
粛
正
標
語
印
刷
方
の
件
』
高
槻
町
長 

礒
村
彌
右
衛
門(

昭
和
十
年
十
二
月
五
日

付
高
庶
第
三
二
五
四
号)

。 
(

21)

『
道
路
横
断
布
掲
出
方
ノ
件
』
大
阪
府
総
務
部
長(

昭
和
十
一
年
一
月
二
十
八
日
付
地
第
一
五
七

号)

。 

(

22)

『
選
挙
粛
正
歌
普
及
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
』
大
阪
府
総
務
部
長
（
昭
和
十
一
年
一
月
九
日
付
地
第
二

五
号
）
、
『
選
挙
粛
正
唱
歌
及
童
謡
普
及
方
ノ
件
移
牒
』
高
槻
町
長 

礒
村
彌
右
衛
門
（
昭
和
十
一

年
一
月
十
一
日
付
高
庶
第
五
二
号
）
。 

(

23)

『
選
挙
粛
正
運
動
ニ
関
ス
ル
件
』
大
阪
府
総
務
部
長(

昭
和
十
一
年
三
月
二
日
付
高
庶
第
三
六
〇

号)

。 

(

24)

『
棄
権
防
止
ニ
関
ス
ル
件
』
高
槻
尋
常
高
等
小
学
校
長 

宮
地
庄
吉(

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
四

日)

。 

(

25)

『
選
挙
粛
正
部
落
懇
談
会
開
催
ノ
件
』
大
阪
府
三
島
郡
高
槻
町
長 

礒
村
彌
右
衛
門(

昭
和
十
年

十
二
月
二
十
四
日
付
高
庶
第
三
三
五
〇
号)

。 

(

26)

『
選
挙
粛
正
部
落
懇
談
会
開
催
ノ
件
通
知
』
高
槻
町
長 

礒
村
彌
右
衛
門(

昭
和
十
一
年
一
月
四

日
付
高
庶
第
三
三
五
〇
号)

。 

(

27)

女
子
青
年
団
の
別
称
。 

(

28)

『
第
二
次
選
挙
粛
正
部
落
懇
談
会
担
任
者
出
張
日
程
等
通
知
ノ
件
』
三
島
郡
各
種
団
体
聯
合
会
長 

礒
村
彌
右
衛
門(

昭
和
十
年
十
二
月
二
十
八
日
付
聯
第
八
七
号)

。 

(

29)

註(

23)

。 

(

30)

『
八
月
二
十
日
以
降
ニ
於
ケ
ル
府
粛
正
運
動
ノ
概
況
』
大
阪
府
総
務
部
長(

昭
和
十
年
九
月
二
十

日
付
地
第
二
四
九
八
号)

。 

(

31)

大
正
十
四
年(

一
九
二
五)

六
月
十
一
日
の
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
制
度
で
、
現

在
の
不
在
者
投
票
に
あ
た
る
。
た
だ
し
、
当
時
は
対
象
が
勤
務
中
の
船
員
、
鉄
道
員
、
公
務
員
、

応
召
中
の
軍
人
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
。 

(

32)

註(

23)

。 

(

33)

『
衆
議
院
議
員
選
挙
ノ
件
』
大
阪
府
三
島
郡
高
槻
町
長 

礒
村
彌
右
衛
門(

昭
和
十
一
年
三
月
十

八
日
付
高
庶
第
五
〇
五
号)

。 

(

34)

『
選
挙
粛
正
美
談
ニ
関
ス
ル
件
』
大
阪
府
三
島
郡
高
槻
町
長 

礒
村
彌
右
衛
門(

昭
和
十
一
年
三

月
二
日
付
高
教
文
第
三
六
一
号)

。 

(

35)

註(

３)

、
杣
正
夫
『
日
本
選
挙
啓
発
史
』(

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
全
国
協
議
会
、
一
九
七
二 

年)

、
波
田
永
実
「
選
挙
粛
正
運
動
の
展
開
と
地
方
政
治
構
造
の
変
容
―
翼
賛
体
制
へ
の
序
章

と
し
て
・
福
岡
市
の
事
例
研
究
―
」(

『
日
本
歴
史
』
４
５
８
、
一
九
八
六
年
、
吉
川
弘
文
館)

。 

(

36)

伊
藤
之
雄
「
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
期
の
選
挙
法
改
正
問
題
」(

『
日
本
史
研
究
』
２
１
２
号
、
一
九
八

〇
年
、
日
本
史
研
究
会)

。 


